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研修プログラムガイド2011の発刊にあたって

　「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）」は，平
成20年度文部科学省戦略的大学連携支援事業の採択を機に設立され
ました。このネットワークは，学生の豊かな学びと成長を支援する，
実践的力量をもった高等教育のプロフェッショナルを輩出すること
を目指しています。その取り組みの中核となるのが，全加盟校の教
職協働によるＦＤ／ＳＤプログラムの開発と実施です。
　本ガイドブックは，ＳＰＯＤネットワーク内で開催され，かつ加盟
校が参加可能な全81コマのＦＤ/ＳＤプログラムを掲載するもので，
平成21年度より毎年作成され，加盟校の全教職員約8,000名に配布さ
れています。ここに掲載されているプログラムは，授業改善のため
のスキルから，カリキュラム改善，組織改善に関するものまで多彩
な内容であり，各加盟校の抱える実状や教職員のニーズに応じて受
講できるものとなっています。本ガイドブックの発刊・配布によって，
計画的なプログラム参加が促進され，毎年1,000名以上が受講するよ
うになり，四国地区の教職員の能力開発に大きな効果をもたらして
います。
　ＳＰＯＤは，平成22年度をもって文部科学省による支援期間が終
了しましたが，平成23年度以降も引き続き，ネットワークコア校を
中心とする運営体制のもと，全加盟校が連携しながらこれまでの事
業を継続していきます。ＳＰＯＤの取組は大学間連携の好例として
全国的にも注目を集めていますが，その成果が真に問われるのは補
助金事業が終了したこれからです。加盟校の皆様には，引き続きご
協力・ご支援をいただき，ＳＰＯＤ事業の実施を通して四国地区の
高等教育機関の教育力が向上することを期待しています。

「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」会長
愛媛大学長　　柳　澤　康　信
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  研修プログラムガイド利用の手引き
〈検索方法について〉
　本ガイドブックは，教職員の皆様に，様々なニーズから研修プログラムを探していただくために
下記の３つの検索方法があります。

○日程別プログラム一覧　p.10 ～ 11
　各研修プログラムを，日程順に掲載しています。日程から研修プログラムを検索したい場合に便
利です。また，主催大学や内容（教員対象か職員対象かなど）についても同時掲載しておりますので，
ご参照ください。

○開催大学別プログラム一覧　p.12 ～ 13
　各研修プログラムを，開催大学別に掲載しています。開催大学から研修プログラムを検索したい
場合に便利です。なお，遠隔配信の欄にマークが付いているプログラムは，システムが整備されて
いる加盟校への遠隔配信を予定しているものです。遠隔配信の申し込み方法については，p.84 を
ご参照ください。

○テーマ別プログラム一覧　p.14 ～ 15
　各研修プログラムを，テーマ別に掲載しています。内容から研修プログラムを検索したい場合に
便利です。なお，開催場所についても同時掲載しておりますので，ご参照ください。

〈研修プログラムの表記について〉

〈注〉 各研修プログラムの日時，講師等の詳細が未定の箇所につきましては，問い合わせ先にご確認くだ
さい。また，プログラムの詳しい内容が決まり次第，ＳＰＯＤホームページ（http://www.spod.
ehime-u.ac.jp/）に掲載していきますので，ご参照ください。

プログラム番号 Ⅰ－019

＊目標＊
１．研究室のルールを作ることができる。
２．研究室内で先輩が後輩を指導するシステムを作ることができる。

＊内容＊
１．〈ワーク〉研究室運営に関する問題点の共有
２．研究室教育をとりまく状況
　　（1）中教審答申「新時代の大学院教育」
　　（2）なぜ研究室教育はうまく機能しなくなったのか
３．研究室教育は必要ないのか？
　　（1）工学系卒業者への調査から
　　（2）愛媛大学大学院教育WG報告書
４．ケーススタディ
５．研究室への参加を促す仕組み
　　（1）新しいメンバーがスムーズに
　　　　 研究室に入れるようにするには
　　（2）ルール作りのコツ
６．先輩が後輩の面倒を見るシステムづくり
７．〈ワーク〉研究室のルール作成

▼参考資料

研究室運営方法のコツ―先輩が後輩を指導するシステムづくり―
＊主な対象
研究室の運営に関わる教職員
＊対象校
SPOD加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
城間祥子，山内一祥，大竹奈津
子（愛媛大学教育企画室）

＊日時
９月17日（金）13：00～15：00
＊場所
愛大ミューズ1階・アクティブ・ラーニングスペース２
＊受講定員
30名
＊主催
愛媛大学教育学生支援機構教育企画室
＊〆切
開講日２週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.
　　　　ac.jp

遠隔 FD/SD

＊目標＊
１．研究室のルールを作ることができる。
２．研究室内で先輩が後輩を指導するシステムを作ることができる。

＊内容＊
１．〈ワーク〉研究室運営に関する問題点の共有
２．研究室教育をとりまく状況
　（1）中教審答申「新時代の大学院教育」
　（2）なぜ研究室教育はうまく機能しなくなったのか

３．研究室教育は必要ないのか？
　（1）工学系卒業者への調査から
　（2）愛媛大学大学院教育WG報告書

４．ケーススタディ
５．研究室への参加を促す仕組み
　（1）新しいメンバーがスムーズに

研究室に入れるようにするには
　（2）ルール作りのコツ

６．先輩が後輩の面倒を見るシステムづくり
７．〈ワーク〉研究室のルール作成

▼参考

研究室運営方法のコツ研究究室運 ―先輩が後輩を指導するシステムづくり―

＊主な対象
研究室の運営に関わる教職職員
＊対象校
SPOD加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
城間祥子，山内一祥，大竹竹奈津
子（愛媛大学教育企画室））

＊日時
９月17日（金）13：00～15：00
＊場所
愛大ミューズ1階・アクティブ・ラーニングススペース２
＊受講定員
30名
＊主催
愛媛大学教育学生支援機構教育企企画室
＊〆切
開講日２週間前，先着順
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。
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。

申し込みの際に
利用するプログラム番号です。

遠隔配信予定
プログラムです。

申し込み方法については，
84ページをご参照ください。
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◇概要
　四国地区大学教職員能力開発ネットワークは，ＦＤ／ＳＤ事業のネットワークであり，平成２０
年度の文部科学省戦略的大学連携支援事業としてスタートし，現在，四国地区にある３３の全ての
高等教育機関が加盟するネットワークへと成長しています。
　四国地区大学教職員能力開発ネットワークは，「Ｓhikoku Ｐrofessional and Ｏrganizational 
Ｄevelopment Network in Higher Education」の頭文字をとって「ＳＰＯＤ」と呼ばれています。

◇目標
　ＳＰＯＤの全加盟校が連携してネットワーク事業を展開し，ＦＤとＳＤという２つの事業の効率
化，高度化，実質化を行うことで，教育の質の保証を図り，学生の豊かな学びと成長を支援する，
実践的な力量をもった高等教育のプロフェッショナルの輩出を目指しています。

  ＳＰＯＤ（四国地区大学教職員能力開発ネットワーク）について
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◇運営体制
　ＳＰＯＤは，安定した運営体制に特徴があります。徳島大学，香川大学，愛媛大学，高知大学の
４大学をネットワークコア校とし，ＦＤ／ＳＤ／事務担当者が月に１回程度集まり，ネットワーク
コア運営協議会を開催し，教職協働で事業の実施，運営上の諸課題を協議しています。このことが，
ネットワークコア校間の教職員の関係を密にし，事業の推進力となっています。ネットワークコア
校は，各県内加盟校のとりまとめや，県内加盟校会議を通じての情報提供のほか，各加盟校に対して，
各種プログラムを提供し，プログラムに対する意見収集や，ニーズ把握調査の実施により，ＳＰＯ
Ｄ加盟校全体のニーズに対応できるよう日々プログラムの見直しを行っています。また，コア校の
ＦＤ／ＳＤ担当者が直接，加盟校を訪問する研修講師派遣事業も行っています。
　さらに，全加盟校へ本事業の情報を提供するため，ホームページ上への研修講師プロフィールの
掲載や研修資料の提供，定期的なメールマガジンの配信を行っています。
　ＳＰＯＤでは，取組をよりよいものに改善していくため，外部の有識者３名を含む５名で構成さ
れる事業評価委員会を設置しています。事業評価委員会では，毎年，ＳＰＯＤが作成した活動報告
書をもとに，書面により事業評価を行っています。その評価結果をもとに，事業の改善や推進を行っ
ています。

◇取組内容

（ＦＤ）
１．全学的なＦＤの実践的指導者であるＦＤｅｒ（ファカルティ・ディベロッパー）を養成するた
めの体系的プログラムの開発，実施

２．教員としてのキャリアパスの早い段階において，基礎的な内容を学習できるように新任教員，
大学院生，ポスドク向け標準的ＦＤ・プレＦＤプログラムの開発，実施

　　※特に，新任教員を対象とする研修の標準化を目指し取組に力を入れています。
３．各種ＦＤプログラムの体系化・標準化に向けた開発，実施
４．教員の教育業績記録を可視化するためのティーチング・ポートフォリオの開発
※１～３の取組を進めるにあたり，国立教育政策研究所高等教育研究部での研究成果を積極的
に活用し，ＳＰＯＤ内のみならず，日本全国のモデルになるようプログラム開発を推進してい
ます。また４は，大学評価・学位授与機構と連携しながら取組を推進しています。

（ＳＤ）
１．階層別，専門分野別のＳＤプログラムの開発，実施
　　ａ）経営者，管理者養成プログラムの開発，実施
　　ｂ）専門職養成プログラムの開発，実施
　　ｃ）次世代リーダー養成プログラムの開発，実施
２．職員の職歴や業績を可視化するためのスタッフ・ポートフォリオ（職員業績記録）の 開発
３．１と２の取組を実質化するための職員キャリアアップサポートの実施

具体的には，開発したスタッフ・ポートフォリオを活用しながら，キャリアアップ支援の実
施や，国公私を通じた職員人事交流などを実施していきます。

（ＳＰＯＤフォーラム）※p.74参照
ＳＰＯＤが，大学・高専の教職員自らの能力開発のために，多種多様で質の高いＦＤ／ＳＤプログ
ラムを集中的に実施し，組織を超えた持続的な相互交流・関係づくりの場として毎年夏期4日間わ
たり提供しているイベントで，本事業の目玉企画です。
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ＳＰＯＤ－ＦＤについて
【ＳＰＯＤ－ＦＤの定義】
ＳＰＯＤにおけるＦＤは，教育・学習効果を最大限に高めることを目指した，
⑴授業改善，⑵カリキュラム改善，⑶組織整備・改革　への組織的な取組の総称です。

⑴　授業改善（Instructional Development）
　個々の授業をより良いものにするための取組みです。具体的には，授業評価アンケート，教員相
互の授業参観，授業コンサルテーション，教授法に関する講演会，シンポジウム，ワークショップ，
セミナーなどがこれにあたります。
〈ＳＰＯＤでの取組例〉
 ・新任教員研修　・各種スキルアップ系研修　・各種公開セミナー
〈各大学での取組例〉
・教員相互の授業参観，授業講評会　・学生による授業評価アンケート
・各種セミナー　・学生との意見交換会

⑵　カリキュラム改善（Curriculum Development）
　学部，学科，課程，コース等において提供されるカリキュラムや教育プログラムをより良いもの
にするための取組みです。具体的には，カリキュラム・ポリシーの制定，授業科目の新設・改廃，
授業科目間の関連性の検討，カリキュラムの現状診断・評価・開発，またこれらに関わるセミナー
などがこれにあたります。
〈ＳＰＯＤでの取組例〉
 ・ファカルティ・ディベロッパー * 養成研修，ＦＤファシリテーター養成研修
・カリキュラム改善に関するセミナー
〈各大学での取組例〉
・カリキュラム・ポリシー制定に関する学内ＦＤ研修会
・カリキュラム・ポリシーに対応した各授業科目の授業内容の検討
・カリキュラム・マップの作成　・副専攻制導入の検討　

⑶　組織の整備・改革（Organizational Development）
　教育・学生支援に関わる組織の構造や組織間の関係をより機能的なものにするための取組みです。
具体的には，教育・学生支援に関わる委員会の設置・改廃，各委員会の役割の検討，組織の現状診断・
評価・再編，組織間での連携協力，管理職等を対象とした各種研修会がこれにあたります。　
〈ＳＰＯＤでの取組例〉
・ファカルティ・ディベロッパー * 養成研修，ＦＤファシリテーター養成研修
〈各大学での取組例〉
・ＳＰＯＤに関するＦＤ実施体制の構築
・ＦＤ委員会等組織の見直し
・学科・コースの再編及びそれに伴う教員の再配置
・教育重点型教員の配置　
       
　⑴，⑵においては，組織レベルのみならず教員個人レベルにおける取組も重要です。そして，⑴，
⑵，⑶いずれにおいても，常にＰＤＣＡサイクルを意識して，持続的に改善を図る姿勢が肝要であ
ると考えます。
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図．FDマップのフレームワーク

　　　　　レベル

フェーズ　　　　　　

ミクロ
個々の教員
授業・教授法

ミドル
教務委員

カリキュラム・
プログラム

マクロ
管理者

組織の教育環境・
教育制度

Ⅰ．導入
（気づく・わかる）

Ⅱ．基本
（実践できる）

Ⅲ．応用
（開発・報告できる）

Ⅳ．支援
（教えられる）

＊ファカルティー・ディベロッパー (FDer) とは，ＦＤの責任者として，各種研修プログ
ラムの企画・実施や各教員への教育技術の支援を行う専門家です。教育技術のみならず，
カリキュラムの改善や組織整備等も担います。高等教育センター等に所属しますが，学
部に所属している教員が，兼任でその役割を担うことも多くあります。

参考・引用文献
国立教育政策研究所　FDer研究会『大学・短大でFDに携わる人のためのFDマップと利用ガイドライン』国立教育政策研究所，2009

【SPOD－ FDプログラムのレベルについて】
　国立教育政策研究所が開発した FDマップを利用して，本ガイドブックに掲載されているSPOD
―FDプログラムのレベル分類をおこなっています。FDマップとは，FDプログラムを体系的に整
理できる枠組です（図参照）。FDマップでは，横軸にFDプログラムを実施する対象を示し，「ミクロ・
レベル（授業・教授法の開発）」「ミドル・レベル（カリキュラム・プログラム開発）」「マクロ・レ
ベル（組織の教育環境・教育制度の開発）」に分類しています。そして縦軸に FDを実施する対象者
の能力開発の段階を示し，「Ⅰ．導入（気づく・わかる）「Ⅱ．基本（実践できる）」「Ⅲ．応用（開発・
報告できる）」「Ⅳ．支援（教えられる）」と４つのフェーズに分かれています。
　本ガイドブック「テーマ別索引」（p.14）に，各プログラムのレベルとフェーズを提示しており
ますのでご参照ください。
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ＳＰＯＤ－ＳＤについて

（1）ＳＰＯＤ-ＳＤの定義

　学士課程答申では，大学職員の職能開発について現状と課題を整理し，改善に向けた方策を示し
ています。ＳＰＯＤ-ＳＤにおいては，この現状と課題を踏まえ，大学等の職員として一般的に求め
られる大学人・社会人基礎力及び大学等における複数の業務領域での知見（総務，財務，人事，企
画，教務，研究，社会連携，生涯学習など）を持ち，大学等における問題に関する知識・理解など
を備えたジェネラリストの育成に加え，教育方法の改革の実践を支える人材，経営を支援する人材，
国際交流を支援する人材及び地域連携を支援する人材など，特定の分野において，より高度な専門
性を備えたスペシャリストの育成を目指しています。
　また，ＳＰＯＤ-ＳＤでは，大学等の職員に必要な資質とは，ジェネラリスト的な要素とスペシャ
リスト的な要素を統合したハイブリッドな要素を備えることであり，これが，高等教育のプロフェッ
ショナルの養成につながると考えております。このため，ＳＰＯＤ-ＳＤの定義を「大学等のジェネ
ラリストとしての広汎な素養に加え，スペシャリストとして特定の分野における能力開発を行うこ
とにより，高等教育のプロフェッショナルを育成する」こととしました。

（2）ＳＰＯＤ-ＳＤプログラムの開発
　高等教育機関の職員は，大学人として社会人基礎力を持ち，高等教育を取り巻く環境や職員の果
たすべき役割を的確に把握し，企画立案等に積極的に参画できる資質が求められています。このた
めＳＰＯＤ-ＳＤプログラムでは，管理運営や教育・研究支援までを含めた資質向上のための組織的
な取組を可視化し，職場外研修（ＯＦＦ－ＪＴ）及び職場内研修（ＯＪＴ）を「意図的・計画的・
持続的」に実施することにより，職員の能力開発の実質化を図ります。
　なお，ＳＰＯＤ-ＳＤプログラム等の開発・実施は，全加盟校による協働を目指しています。各県
のコア校が中心となり，１）職員がＳＤプログラム開発手法を学び，２）その上で，具体的なＳＤ
プログラムを開発し，３）開発されたＳＤプログラムを実施し，4）実施したＳＤプログラムの評価・
改善を行います。

（3）ＳＰＯＤ-ＳＤプログラムの構成
　ＳＰＯＤ-ＳＤプログラムは次の3つの柱で構成されています。
1）ＳＰＯＤ-ＳＤ大学（ＯＦＦ－ＪＴ）
　　ＳＰＯＤにおける職員養成プログラムは，その養成プログラム全体を大学における課程の
履修と想定しています。そのカリキュラムは共通教育，専門教育及び大学院における履修方
式をとることとし，その課程認定については，認定必要単位を設定しています。
　　具体的には，ＳＰＯＤ-ＳＤ大学としてＳＤプログラムの単位認定制度を図のように構想し
ています。専門職養成課程として共通教育と専門教育の各プログラムを構築し，リーダー養
成課程として次世代リーダー養成プログラム及び管理者・経営者養成プログラムを構築しま
した。

ＳＰＯＤ - ＳＤとは，地域の「知の拠点」である四国内の大学等の職員が組織的に共同開発した
職員養成プログラムにより，『大学，短期大学，高等専門学校のジェネラリストとしての広汎な
素養に加え，スペシャリストとして特定の分野における能力開発を行うことにより，高等教育
のプロフェッショナルを育成する』取組を指す。このＳＰＯＤ - ＳＤにおける職員養成プログラ
ムをＳＰＯＤ - ＳＤプログラムという。
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　　さらに，ＳＰＯＤ-ＳＤプログラムにより知識・能力を身につけた職員自らが，次のＳＰＯ
Ｄ-ＳＤプログラムの講師となり，次世代の職員を育成していくというサイクルを確立するこ
とで，ＳＰＯＤ－ＳＤの取り組みを継続的に実施していくことが可能となります。

2）スタッフ・ポートフォリオ（職員業績記録）の作成（ＯＪＴ）
　　職員個々人のキャリア形成に向けて，スタッフ・ポートフォリオ（職員業績記録）を作成
します。これにより，大学等職員としての自己認識と方向性を明確にします。スタッフ・ポー
トフォリオの導入に当たっては，職員のキャリア・アップの参考となるものとします。
3）職員キャリア・アップ・サポート制度（ＯＪＴ）
　　キャリア・アップ・サポートとして，スタッフ・ポートフォリオに掲げる職員としてのビジョ
ン及びゴールの目標設定や目標達成に向けて，上司が部下に対して相談，助言等を行うメン
ター制度を導入します。これにより，大学等の組織と職員個人の方向性を近づけることが可
能となります。さらに，キャリア・アップを目指す職員が他大学への人事交流を希望する場
合等のＳＰＯＤ加盟校間における連絡・調整など，人事交流を円滑に推進するなどのサポー
トも実施します。

　ＳＰＯＤ-ＳＤプログラムは，国内の大学等における本格的な職員養成プログラムとなることを目
指しています。このため，四国内における大学等の協働だけでなく，国内の各関係機関や学会等と
も連携し，教員と職員が協働して開発することが肝要であると考えます。

図．SPOD－SD大学構想図
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日程別プログラム一覧
日　程 プログラム名 開催大学 内容 ページ

 5月
5月16日（月） クリッカーで教育・研究が変わる！ 香川大学 FD/SD p.45
5月下旬 メンタルヘルス研修 愛媛大学 FD/SD p.49

 6月
6月9日（木）～11日（土） 次世代リーダー養成プログラム（第１回） 香川大学 SD p.62
6月25日（土） ティーチング・ポートフォリオ入門 香川短期大学 FD p.39

6月25日（土）～26日（日）ＦＤファシリテーター（FD担当者）養成研修〈東四国対象〉 徳島大学 FDer p.52
6月上旬 講師養成研修 愛媛大学 SD p.67

 7月
7月9日（土）～10日（日） 授業デザインワークショップ（第16回） 愛媛大学 FD p.20
7月22日（金） 大学職員のための企画力養成講座 高知工科大学 SD p.65
7月30日（土） 講義法の基本 高松大学・

高松短期大学 FD p.22
7月後半 ティーチング・ポートフォリオ入門 徳島工業短期大学 FD p.39
7月中旬 学務系職員養成プログラム（レベルⅠ－１） 愛媛大学 SD p.60
7月中 大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅢ） 愛媛大学 SD p.59

 8月
8月4日（木） 教材のホームページ化について－どうすればドキュメントをＨＰ化できるか－ 香川大学 FD/SD p.46

8月4日（木）～6日（土） 次世代リーダー養成プログラム （第２回） 愛媛大学・
聖カタリナ大学 SD p.62

8月19日（金）～20日（土）教育力開発基礎プログラム　 徳島大学 FD p.18
8月23日～26日 SPODフォーラム2011 愛媛大学 FD/SD p.74
8月23日（火） グラフィック・シラバスの作成方法 愛媛大学 FD p.27
8月23日（火） 学習評価の基本 愛媛大学 FD p.25
8月23日（火） e-Learning事始め　―コンテンツ作成からLMS利用の第一歩― 香川大学 FD/SD p.47
8月26日（金） 大人数講義法の基本 愛媛大学 FD p.34
8月26日（金） 授業の双方向性を高めるクリッカー入門編 愛媛大学 FD/SD p.45
8月30日（火） 英語で授業を教えたい教員のためのワークショップ 愛媛大学 FD p.37
8月30日（火） Adobe Premiere Elementsを使った動画教材作成法　 愛媛大学 FD/SD p.47
8月30日（火） 大学職員のための企画力養成講座 聖カタリナ大学・聖カ

タリナ大学短期大学部 SD p.66
8月30日（火） 講義法の基本 高知学園短期大学 FD p.23

8月31日（水）～9月1日（木） 授業デザインワークショップ（第17回） 愛媛大学 FD p.20
 9月
9月1日（木）～9月2日（金）学生の学びを支援する授業の準備 （新任教員FDワークショップ） 高知大学 FD p.21

9月2日（金） パワーポイント2010基本技・便利技　 愛媛大学 FD/SD p.48
9月2日（金） Ｅラーニング入門　 愛媛大学 FD p.36
9月6日（火） 学習動機を高める授業　 愛媛大学 FD/SD p.44
9月7日（水） ちょっと気になる学生への対応とその理解 香川大学 FD p.38
9月9日（金） 講義のための話し方入門 愛媛大学 FD p.34
9月9日（金） ルーブリックを作ろう！―成績評価の厳密化と効率化のために― 愛媛大学 FD/SD p.44
9月9日（金） 大学職員のための企画力養成講座 高知大学 SD p.65
9月13日（火） グループ学習のコツ 愛媛大学 FD p.29
9月13日（火） 心理学から見た教室デザイン―学びを促す学習空間づくり― 愛媛大学 FD/SD p.48
9月13日（火） 効果的なグループワークの技法 ―進度を落とさずチーム学習（チーム基盤学習：TBL）で教育効果UP↑― 愛媛大学 FD p.30
9月14日（水） 学生の能動学習を引き出す仕組みTBL（チーム基盤学習） 高知大学 FD* p.30
9月15日（木） Webページ作成入門 高知大学 FD*/SD p.46
9月16日（金） 成績評価とフィードバック －評価の原則からルーブリック評価まで－ 高知大学 FD p.26
9月16日（金） ティーチング・ポートフォリオ更新ワークショップ 愛媛大学 FD p.42
9月16日（金） 学生の学びを引き出すためのシラバスの書き方 高知大学 FD* p.28

Administrator
取り消し線

Administrator
置換するテキスト
22

Administrator
取り消し線

Administrator
置換するテキスト
木
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9月17日（土）～18日（日）教える仕事に就きたい大学院生のためのワークショップ 愛媛大学 プレFD p.70
9月20日（火） 様々な授業改善の技法 今治明徳短期大学 FD p.24
9月20日（火） クラスルームコントロール　＜FD・SDスキルアップ講座＞ 愛媛大学 FD p.33
9月27日（火） 効果的なグループワークの技法 高知工業高等専門

学校 FD p.32
9月中旬 新任教員研修会「よりよい授業のためのFDワークショップ」 香川大学 FD p.19
9月中旬 ＳＤプログラム開発手法 四国大学・四国大

学短期大学部 SD p.66
9月中 ティーチング・ポートフォリオ開発ワークショップ〈西四国対象〉 愛媛大学 FD p.40
9月中 高専ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 愛媛大学 FD p.41
9月中 高等教育機関における安全衛生 愛媛大学 FD/SD p.50
9月中 大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅡ） 愛媛大学 SD p.58

 10月
10月8日（土）～9日（日） ＦＤファシリテーター（FD担当者）養成研修〈西四国対象〉 愛媛大学 FDer p.53

10月中 大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅠ） 愛媛大学 SD p.56
 11月
11月11日（金） 学習評価の基本 香川大学 FD p.25

11月11日（金）～13日（日） ファカルティ・ディベロッパー養成研修 愛媛大学 FDer p.54
11月24日（木）～26日（土） 次世代リーダー養成プログラム（第３回） 徳島大学 SD p.62

11月中旬 学務系職員養成プログラム（レベルⅠ－２） 徳島大学 SD p.61
 12月

12月上旬 ティーチング・ポートフォリオ入門 徳島大学 FD p.38
12月中旬 人権啓発研修 愛媛大学 FD/SD p.49
12月下旬 高専ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 阿南工業高等専門

学校 FD p.41
12月中 シラバスの書き方 香川大学 FD p.27
12月中 学習評価の基本 阿南工業高等専門

学校 FD p.26
12月～3月 ティーチング・ポートフォリオ開発ワークショップ〈東四国対象〉 徳島大学 FD p.40

 1月
1月19日（木）～21日（土）次世代リーダー養成プログラム（第４回） 高知大学 SD p.62

1月中旬 学生の授業時間外学習を促すシラバス作成法 愛媛大学 FD p.28
1月～3月 大学教育カンファレンス in 徳島　 徳島大学 FD*/SD p.72
1月～3月 愛媛大学教育改革シンポジウム 愛媛大学 FD*/SD p.73

 3月
3月6日（火） 「プレゼンテーションの方法｣ の教え方 香川大学 FD p.33
3月6日（火） 「レポートの書き方｣ の教え方 香川大学 FD p.35
3月8日（木） 「日本語技法｣ の教え方 香川大学 FD p.35
3月9日（金） 協同学習の技法（入門編） 香川大学 FD p.29
3月9日（金） 「ノートの取り方｣ の教え方 香川大学 FD p.36
3月12日（月） 自習を助ける教材を創る・発信するためのPowerPoint ＆ Moodle入門 高知大学 FD* p.37
3月13日（火） 初年次科目のためのグループワークの技法 高知大学 FD p.31
3月14日（水） 講義に小グループ・ペア学習を取り入れた授業デザイン ～考え方と進め方～ 高知大学 FD p.31

3月26日（月）～3月27日（火） 能動学習支援者必須！グループワークのためのファシリテーション入門 高知大学 FD* p.32
3月下旬 高専ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 阿南工業高等専門

学校 FD p.41
 その他・未定

未定 講義法の基本 香川県立保健医療
大学 FD p.22

未定 様々な授業改善の技法 高知県立大学・高
知短期大学 FD p.24

未定 高等教育トップリーダーセミナー 愛媛大学 SD p.64
未定 様々な授業改善の技法 徳島文理大学・徳島文

理大学短期大学部 FD p.23

内容についての説明
FD ……… 教員対象
FD* ……… 教員対象（学生・院生も参加可能）
FD/SD … 教職員対象

SD ……… 職員対象
FDer …… ファカルティ・ディベロッパー対象
プレFD … 大学院生対象
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開催大学別プログラム一覧
大学名 プログラム名 日程 遠隔配信 プログラムNo. ページ

徳島大学 教育力開発基礎プログラム　 8月19日（金）～20日（土） Ｔ－001 p.18
徳島大学 ティーチング・ポートフォリオ入門 12月上旬 Ｔ－002 p.38
徳島大学 ティーチング・ポートフォリオ開発ワークショップ〈東四国対象〉 12月～3月 Ｔ－003 p.40
徳島大学 ＦＤファシリテーター（FD担当者）養成講座〈東四国対象〉 6月25日（土）～26日（日） Ｔ－004 p.52
徳島大学 学務系職員養成プログラム（レベルⅠ－２） 11月中旬 Ｔ－005 p.61
徳島大学 次世代リーダー養成プログラム（第３回） 11月24日（木）～26日（土） Ｔ－006 p.62
徳島大学 大学教育カンファレンス in 徳島　 1月～3月 Ｔ－007 p.72

四国大学・四国大学
短期大学部 ＳＤプログラム開発手法 9月中旬 Ｔ－008 p.66

徳島文理大学・徳島文
理大学短期大学部 様々な授業改善の技法 未定 Ｔ－009 p.23
徳島工業短期大学 ティーチング・ポートフォリオ入門 7月後半 Ｔ－010 p.39
阿南工業高等専門

学校 学習評価の基本 12月中 Ｔ－011 p.26
阿南工業高等専門

学校 高専ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 12月下旬 Ｔ－012 p.41
阿南工業高等専門

学校 高専ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 3月下旬 Ｔ－013 p.41
香川大学 新任教員研修会「よりよい授業のためのFDワークショップ」 9月中旬 Ｋ－001 p.19
香川大学 学習評価の基本 11月11日（金） Ｋ－002 p.25
香川大学 シラバスの書き方 12月中 Ｋ－003 p.27
香川大学 協同学習の技法（入門編） 3月9日（金） Ｋ－004 p.29
香川大学 「プレゼンテーションの方法｣ の教え方 3月6日（火） Ｋ－005 p.33
香川大学 「レポートの書き方｣ の教え方 3月6日（火） Ｋ－006 p.35
香川大学 「日本語技法｣ の教え方 3月8日（木） Ｋ－007 p.35
香川大学 「ノートの取り方｣ の教え方 3月9日（金） Ｋ－008 p.36
香川大学 ちょっと気になる学生への対応とその理解 9月7日（水） Ｋ－009 p.38
香川大学 クリッカーで教育・研究が変わる！ 5月16日（月） Ｋ－010 p.45
香川大学 教材のホームページ化について－どうすればドキュメントをＨＰ化できるか－ 8月4日（木） Ｋ－011 p.46
香川大学 e-Learning事始め　～コンテンツ作成からLMS利用の第一歩～ 8月23日（火） Ｋ－012 p.47
香川大学 次世代リーダー養成プログラム（第１回） 6月9日（木）～11日（土） Ｋ－013 p.62

香川県立保健医療
大学 講義法の基本 未定 Ｋ－014 p.22

高松大学・高松短期
大学 講義法の基本 7月30日（土） Ｋ－015 p.22

香川短期大学 ティーチング・ポートフォリオ入門 6月25日（土） Ｋ－016 p.39
愛媛大学 授業デザインワークショップ（第16回） 7月9日（土）～10日（日） Ⅰ－001 p.20
愛媛大学 授業デザインワークショップ（第17回） 8月31日（水）～9月1日（木） Ⅰ－002 p.20
愛媛大学 学習評価の基本　＜FD・SDスキルアップ講座＞ 8月23日（火） Ⅰ－003 p.25
愛媛大学 グラフィック・シラバスの作成方法　＜FD・SDスキルアップ講座＞ 8月23日（火） Ⅰ－004 p.27
愛媛大学 学生の授業時間外学習を促すシラバス作成法 1月中旬 Ⅰ－005 p.28
愛媛大学 グループ学習のコツ　＜FD・SDスキルアップ講座＞ 9月13日（火） Ⅰ－006 p.29
愛媛大学 効果的なグループワークの技法 ―進度を落とさずチーム学習（チーム基盤学習：TBL）で教育効果UP↑― ＜FD・SDスキルアップ講座＞ 9月22日（木） Ⅰ－007 p.30
愛媛大学 クラスルームコントロール　＜FD・SDスキルアップ講座＞ 9月20日（火） Ⅰ－008 p.33
愛媛大学 大人数講義法の基本　＜FD・SDスキルアップ講座＞ 8月26日（金） Ⅰ－009 p.34
愛媛大学 講義のための話し方入門　＜FD・SDスキルアップ講座＞ 9月9日（金） Ⅰ－010 p.34
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愛媛大学 Ｅラーニング入門　＜FD・SDスキルアップ講座＞ 9月2日（金） Ⅰ－011 p.36
愛媛大学 英語で授業を教えたい教員のためのワークショップ＜FD・SDスキルアップ講座＞ 8月30日（火） Ⅰ－012 p.37
愛媛大学 ティーチング・ポートフォリオ開発ワークショップ＜西四国対象＞ 9月中 Ⅰ－013 p.40
愛媛大学 高専ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 9月中 Ⅰ－014 p.41
愛媛大学 ティーチング・ポートフォリオ更新ワークショップ 9月16日（金） Ⅰ－015 p.42
愛媛大学 ルーブリックを作ろう！―成績評価の厳密化と効率化のために―＜FD・SDスキルアップ講座＞ 9月9日（金） Ⅰ－016 p.44
愛媛大学 学習動機を高める授業　＜FD・SDスキルアップ講座＞ 9月6日（火） Ⅰ－017 p.44
愛媛大学 授業の双方向性を高めるクリッカー入門編＜FD・SDスキルアップ講座＞ 8月26日（金） Ⅰ－018 p.45
愛媛大学 Adobe Premiere Elementsを使った動画教材作成法　＜FD・SDスキルアップ講座＞ 8月30日（火） Ⅰ－019 p.47
愛媛大学 パワーポイント2010基本技・便利技＜FD・SDスキルアップ講座＞ 9月2日（金） Ⅰ－020 p.48
愛媛大学 心理学から見た教室デザイン～学びを促す学習空間づくり～＜FD・SDスキルアップ講座＞ 9月13日（火） Ⅰ－021 p.48
愛媛大学 メンタルヘルス研修 5月下旬 Ⅰ－022 p.49
愛媛大学 人権啓発研修 12月中旬 Ⅰ－023 p.49
愛媛大学 高等教育機関における安全衛生 9月中旬 Ⅰ－024 p.50
愛媛大学 FDファシリテーター（FD担当者）養成研修〈西四国対象〉 10月8日（土）～9日（日） Ⅰ－025 p.53
愛媛大学 ファカルティ・ディベロッパー養成研修 11月11日（金）～13日（日） Ⅰ－026 p.54
愛媛大学 高等教育トップリーダーセミナー 未定 Ⅰ－027 p.64
愛媛大学 大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅠ） 10月中 Ⅰ－028 p.56
愛媛大学 大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅡ） 9月中 Ⅰ－029 p.58
愛媛大学 大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅢ） 7月中 Ⅰ－030 p.59
愛媛大学 学務系職員養成プログラム（レベルⅠ－１） 7月中旬 Ⅰ－031 p.60
愛媛大学 講師養成研修 6月上旬 Ⅰ－032 p.67
愛媛大学 教える仕事に就きたい大学院生のためのワークショップ 9月17日（土）～18日（日） Ⅰ－033 p.70
愛媛大学 愛媛大学教育改革シンポジウム 1月～3月 Ⅰ－034 p.73

聖カタリナ大学・聖カタ
リナ大学短期大学部 次世代リーダー養成プログラム （第２回） 8月4日（木）～6日（土） Ⅰ－035 p.62

聖カタリナ大学・聖カタ
リナ大学短期大学部 大学職員のための企画力養成講座 8月30日（火） Ⅰ－036 p.66
今治明徳短期大学 様々な授業改善の技法 9月20日（火） Ⅰ－037 p.24
高知大学 学生の学びを支援する授業の準備 （新任教員FDワークショップ） 9月1日（木）～9月2日（金） Ｙ－001 p.21
高知大学 成績評価とフィードバック －評価の原則からルーブリック評価まで－ ＜秋季FDセミナー＞ 9月16日（金） Ｙ－002 p.26
高知大学 学生の学びを引き出すためのシラバスの書き方　＜秋季FDセミナー＞ 9月16日（金） Ｙ－003 p.28
高知大学 学生の能動学習を引き出す仕組みTBL（チーム基盤学習）＜秋季FDセミナー＞ 9月14日（水） Ｙ－004 p.30
高知大学 初年次科目のためのグループワークの技法　＜春季FDセミナー＞ 3月13日（火） Ｙ－005 p.31
高知大学 講義に小グループ・ペア学習を取り入れた授業デザイン ～考え方と進め方～ ＜春季FDセミナー＞ 3月14日（水） Ｙ－006 p.31
高知大学 能動学習支援者必須！グループワークのためのファシリテーション入門　＜春季FDセミナー＞ 3月26日（月）～3月27日（火） Ｙ－007 p.32
高知大学 自習を助ける教材を創る・発信するためのPowerPoint ＆ Moodle入門 　＜春季FDセミナー＞ 3月12日（月） Ｙ－008 p.37
高知大学 Webページ作成入門　＜秋季FDセミナー＞ 9月15日（木） Ｙ－009 p.46
高知大学 次世代リーダー養成プログラム（第４回） １月19日（木）～21日（土） Ｙ－010 p.62
高知大学 大学職員のための企画力養成講座 9月9日（金） Ｙ－011 p.65

高知県立大学・高知
短期大学 様々な授業改善の技法 未定 Ｙ－012 p.24

高知工科大学 大学職員のための企画力養成講座 7月22日（金） Ｙ－013 p.65
高知学園短期大学 講義法の基本 8月30日（木） Ｙ－014 p.23
高知工業高等専門

学校 効果的なグループワークの技法 9月27日（火） Ｙ－015 p.32
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テーマ別プログラム一覧
プログラム名〈FDプログラム〉

レベル・フェーズ
開催場所 ページ

ミクロ ミドル マクロ
授　業　の　基　本

教育力開発基礎プログラム　 ⅠⅡ 徳島大学 p.18
新任教員研修会「よりよい授業のためのFDワークショップ」 ⅠⅡ 香川大学 p.19
授業デザインワークショップ（第16回） ⅠⅡ 愛媛大学 p.20
授業デザインワークショップ（第17回） ⅠⅡ 愛媛大学 p.20
学生の学びを支援する授業の準備 （新任教員FDワークショップ） ⅠⅡ 高知大学 p.21
講義法の基本 ⅠⅡ 香川県立保健

医療大学 p.22
講義法の基本 ⅠⅡ 高松大学・高

松短期大学 p.22
講義法の基本 ⅠⅡ 高知学園短期

大学 p.23
様々な授業改善の技法 ⅠⅡ 徳島文理大学・徳島

文理大学短期大学部 p.23
様々な授業改善の技法 ⅠⅡ 今治明徳短期

大学 p.24
様々な授業改善の技法 ⅠⅡ 高知県立大学・

高知短期大学 p.24
学習評価の基本 ⅠⅡ 香川大学 p.25
学習評価の基本 ⅠⅡ 愛媛大学 p.25
学習評価の基本 ⅠⅡ 阿南工業高等

専門学校 p.26
成績評価とフィードバック －評価の原則からルーブリック評価まで－ ⅠⅡ 高知大学 p.26
ルーブリックを作ろう！―成績評価の厳密化と効率化のために― ⅠⅡ 愛媛大学 p.44
シラバスの書き方 ⅠⅡ 香川大学 p.27
グラフィック・シラバスの作成方法 ⅠⅡ 愛媛大学 p.27
学生の学びを引き出すためのシラバスの書き方 　 ⅠⅡ 高知大学 p.28
学生の授業時間外学習を促すシラバス作成法 ⅠⅡ 愛媛大学 p.28
協同学習の技法（入門編） ⅠⅡ 香川大学 p.29
グループ学習のコツ ⅠⅡ 愛媛大学 p.29
「プレゼンテーションの方法｣ の教え方 ⅠⅡ 香川大学 p.33
大人数講義法の基本 ⅠⅡ 愛媛大学 p.34
講義のための話し方入門 ⅠⅡ 愛媛大学 p.34
「レポートの書き方｣ の教え方 ⅠⅡ 香川大学 p.35
「日本語技法｣ の教え方 ⅠⅡ 香川大学 p.35
「ノートの取り方｣ の教え方 ⅠⅡ 香川大学 p.36
クラスルームコントロール ⅠⅡ 愛媛大学 p.33
学習動機を高める授業　 ⅠⅡ 愛媛大学 p.44

参　加　型　学　習
効果的なグループワークの技法 ―進度を落とさずチーム学習（チーム基盤学習：TBL）で教育効果UP↑― ⅠⅡ 愛媛大学 p.30
学生の能動学習を引き出す仕組みTBL（チーム基盤学習） ⅠⅡ 高知大学 p.30
初年次科目のためのグループワークの技法 ⅠⅡ 高知大学 p.31
講義に小グループ・ペア学習を取り入れた授業デザイン ～考え方と進め方～ ⅠⅡ 高知大学 p.31
能動学習支援者必須！グループワークのためのファシリテーション入門 ⅠⅡ 高知大学 p.32
効果的なグループワークの技法 ⅠⅡ 高知工業高等

専門学校 p.32
Ｉ　Ｃ　Ｔ

Ｅラーニング入門　 ⅠⅡ 愛媛大学 p.36
自習を助ける教材を創る・発信するためのPowerPoint ＆ Moodle入門 ⅠⅡ 高知大学 p.37
授業の双方向性を高めるクリッカー入門編 ⅠⅡ 愛媛大学 p.45
クリッカーで教育・研究が変わる！ ⅠⅡ 香川大学 p.45
教材のホームページ化について－どうすればドキュメントをＨＰ化できるか－ ⅠⅡ 香川大学 p.46
Webページ作成入門　 ⅠⅡ 高知大学 p.46
e-Learning事始め　―コンテンツ作成からLMS利用の第一歩― ⅠⅡ 香川大学 p.47



15

Adobe Premiere Elementsを使った動画教材作成法 ⅠⅡ 愛媛大学 p.47
パワーポイント2010基本技・便利技 ⅠⅡ 愛媛大学 p.48

多様な学生への支援
英語で授業を教えたい教員のためのワークショップ ⅠⅡ 愛媛大学 p.37
ちょっと気になる学生への対応とその理解 ⅠⅡ 香川大学 p.38

学　習　環　境
心理学から見た教室デザイン―学びを促す学習空間づくり― ⅠⅡ 愛媛大学 p.48

ファカルティ・ディベロップメント
FDファシリテーター（FD担当者）養成研修〈東四国対象〉 　 ⅠⅡⅢⅣ 徳島大学 p.52
FDファシリテーター（FD担当者）養成研修〈西四国対象〉 ⅠⅡⅢⅣ 愛媛大学 p.53
ファカルティ・ディベロッパー養成研修 ⅠⅡⅢⅣ 愛媛大学 p.54

総合プログラム
大学教育カンファレンス in 徳島　 ⅠⅡⅢⅣ ⅠⅡⅢⅣ ⅠⅡ 徳島大学 p.72
愛媛大学教育改革シンポジウム ⅠⅡⅢⅣ ⅠⅡⅢⅣ ⅠⅡ 愛媛大学 p.73
SPODフォーラム2011 ⅠⅡⅢⅣ ⅠⅡⅢⅣ ⅠⅡ 愛媛大学 p.74

プ　レ　F　D
教える仕事に就きたい大学院生のためのワークショップ ⅠⅡ 愛媛大学 p.70

ティーチング・ポートフォリオ
ティーチング・ポートフォリオ入門 徳島大学 p.38
ティーチング・ポートフォリオ入門 徳島工業短期

大学 p.39
ティーチング・ポートフォリオ入門 香川短期大学 p.39
ティーチング・ポートフォリオ開発ワークショップ〈東四国対象〉 徳島大学 p.40
ティーチング・ポートフォリオ開発ワークショップ〈西四国対象〉 愛媛大学 p.40
ティーチング・ポートフォリオ更新ワークショップ 愛媛大学 p.42
高専ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 愛媛大学 p.41
高専ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 阿南工業高等

専門学校 p.41

プログラム名〈SDプログラム〉 開催場所 ページ

職場における多様性と健康
メンタルヘルス研修 愛媛大学 p.49
人権啓発研修 愛媛大学 p.49
高等教育機関における安全衛生 愛媛大学 p.50

ビジネススキル
大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅠ） 愛媛大学 p.56
大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅡ） 愛媛大学 p.58
大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅢ） 愛媛大学 p.59
学務系職員養成プログラム（レベルⅠ－１） 愛媛大学 p.60
学務系職員養成プログラム（レベルⅠ－２） 徳島大学 p.61
大学職員のための企画力養成講座 高知大学 p.65
大学職員のための企画力養成講座 高知工科大学 p.65
大学職員のための企画力養成講座 聖カタリナ大学・聖カタ

リナ大学短期大学部 p.66
リーダーシップ・組織開発

次世代リーダー養成プログラム

香川大学 p.62
愛媛大学・
聖カタリナ大学 p.62
徳島大学 p.62
高知大学 p.62

高等教育トップリーダーセミナー 愛媛大学 p.64
ＳＤプログラム開発手法 四国大学・四国

大学短期大学部 p.66
講師養成研修 愛媛大学 p.67
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ＳＰＯＤ加盟校内講師派遣プログラム一覧
大　学　等　名 プログラム名 対象校 区分 ページ

 徳島
徳島大学 ティーチング・ポートフォリオ入門 SPOD

全加盟校 FD p.38

四国大学・四国大学短期大学部 ＳＤプログラム開発手法 SPOD
全加盟校 SD p.66

徳島文理大学･徳島文理大学短期大学部 様々な授業改善の技法 SPOD加盟校
（徳島県内のみ） FD p.23

徳島工業短期大学 ティーチング・ポートフォリオ入門 SPOD
全加盟校 FD p.39

阿南工業高等専門学校 学習評価の基本 SPOD加盟校
（高専のみ） FD p.26

 香川
香川大学 シラバスの書き方 SPOD

全加盟校 FD p.27

香川県立保健医療大学 講義法の基本 SPOD
全加盟校 FD p.22

高松大学・高松短期大学 講義法の基本 SPOD
全加盟校 FD p.22

香川短期大学 ティーチング・ポートフォリオ入門 SPOD
全加盟校 FD p.39

香川高等専門学校 ティーチング・ポートフォリオ入門 学内向け FD p.80

 愛媛
愛媛大学 効果的なグループワークの技法 SPOD

全加盟校 FD p.30

愛媛県立医療技術大学 様々な授業改善の技法 学内向け FD

聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部 大学職員のための企画力養成講座 SPOD
全加盟校 SD p.66

松山東雲女子大学・松山東雲短期大学 大学職員のための企画力養成講座 学内向け SD p.79

今治明徳短期大学 様々な授業改善の技法 SPOD
全加盟校 FD p.24

新居浜工業高等専門学校 講義法の基本 学内向け FD p.80

弓削商船高等専門学校 ＦＤの意義と実践事例 学内向け FD p.80

 高知
高知大学 大学職員のための企画力養成講座 SPOD

全加盟校 SD p.65

高知県立大学・高知短期大学 様々な授業改善の技法 SPOD
全加盟校 FD p.24

高知工科大学 大学職員のための企画力養成講座 SPOD
全加盟校 SD p.65

高知学園短期大学 講義法の基本 SPOD
全加盟校 FD p.23

高知工業高等専門学校 効果的なグループワークの技法 SPOD
全加盟校 FD p.32

［本件に関するお問い合わせ先］
ＳＰＯＤ事務局（愛媛大学教育企画課）

TEL：089-927-9154　　E-mail：spod@stu.ehime-u.ac.jp
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FDプログラム
（教員対象）
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 T－001

＊内容＊

１．オリエンテーション
　　研修のねらいと意義
　　進め方とスタッフ紹介
２．アイスブレイク
　　参加者自己紹介・ゲーム等
３．ワークショップ
　　学生の学びを促す授業とは？
　　（KJ法による分析）
４．講義Ⅰ　授業実践の方法
　　シラバスの意義，作成方法
　　授業計画の立て方，評価方法
５．ワークⅠ　授業設計
　　シラバス，授業計画の作成
６．講義Ⅱ　授業実践の方法
　　学生中心の学習形態と方法
　　教材作成の方法

７．ワークⅡ　教材研究
　　模擬授業へ向けての教材作成
８．模擬授業
　　授業紹介，模擬授業の実施とふりかえり
９．プログラムのまとめ
　　活動のふりかえり
　　アンケート

（備考）　
※二日間通しの参加となります。
　一日だけの参加はできません。

1日目

2日目

▼受講者の声（2010年度アンケートより）
○シラバスの書き方，評価基準の設定の仕方などを学べた。
○自分の講義に活用できるポイントが多数あった。
○他の学部の先生方の講義が新鮮であり，また今後の参考になった。
○他の大学の先生の全く初めての分野に出会え，非常に参考になり，楽しかった。

▼準備物等
　当日模擬授業を行いますので，事前にどのような授業を行うか大体の案をお考
えください。また，必要な教材の素材等のご準備をお願いいたします。

▼参考資料
徳島大学ＦＤ推進ハンドブック（第１巻～第４巻）

教育力開発基礎プログラム
＊主な対象
教員（講師または准教授昇任後
２年以内）

＊対象校
SPOD加盟校（東四国・香川県，
徳島県内）

＊目標
１．ＦＤ活動の理念，活動計画
を理解する。

２．授業を計画し，実施し，評
価する方法を体得する。

３．授業研究の仕方を理解し，
実践できるようにする。

４．ＦＤ参加者同士の仲間づく
りをする。

＊講師
川野卓二，宮田政徳，香川順子，
吉田博（徳島大学大学開放実践
センター）ほか

＊日時
8月19日（金）～20日（土）
＊場所
徳島大学大学開放実践センター
２階（６号館　２０１）等

＊受講定員
30名
＊主催
徳島大学大学教育委員会・ＦＤ
専門委員会

＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
徳島大学・大学開放実践センター
E-mail：t-spod@cue.
　　　　tokushima-u.ac.jp

FD
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 K－001

＊内容＊

１．オリエンテーション
２．アイスブレーク
３．グループワークⅠ「学生の考える良い授業と悪い授業」
４．講義Ⅰ「シラバスの書き方」
　　　目標設定の仕方
　　　授業計画の立て方
５．グループワークⅡ「全学共通科目の開発Ⅰ」
　　　目標設定
　　　授業計画
　　　シラバス作成
６．講義Ⅱ「様々な授業方法」
　　　講義形式のメリット・デメリット
　　　双方向型授業のコツ
　　　体験型授業
　　　参加型授業
７．講義Ⅲ「よりよい成績評価の仕方」
　　　成績評価の目的
　　　評価の方法と評価対象
８．グループワークⅢ「全学共通科目の開発Ⅱ」
　　　授業計画・評価計画の準備
９．グループ発表Ⅰ「中間発表」
10．グループワークⅣ「全学共通科目の開発Ⅲ」
　　　授業計画案作成

11．グループワークⅤ「全学共通科目の開発Ⅳ」
　　　役割決定
　　　授業の練習
11．グループ発表Ⅱ「ミニ授業」
12．反省会

2日目

1日目

（※宿泊研修です。1日だけの参加はできません。）

▼参考資料
『愛媛大学FDハンドブック　もっと!! 授業を良くする』第１巻改訂第２版
『愛媛大学FDハンドブック　もっと!! 授業を良くする』第２巻改訂第２版

▼受講者の声（アンケートなどから）
○実際にグループワークを行ったことにより，1つの仕事を皆で作り上げていくプロセスを体験できました。グルー
プワークは，知識獲得だけでなく，学生の主体性，他者との意見の相互調整能力なども育てることができると感じま
した。何より，とても心に残る授業になります。また，シラバスの書き方，コミュニケーションカードやクリッカー
など，学生とのコミュニケーションの具体的な方法は，すぐにでも実践したいと思います。
○グループワークは，演習でのみ可能だと考えていましたが，普通の授業でも用いることができる，そういう可能性
を感じました。実際の授業で用いて試してみたいと思っています。また，評価方法も様々なやり方があることを知り，
勉強になりました。
○ワークショップでは学生視点の授業，シラバスと授業の整合性，それに向けた教材作り，授業計画を身をもって体
験することができたことが何よりの収穫でした。技術論ではなく，方法論を学びたいと思っていましたので本当に貴
重な経験ができたことがよかったです。先生方と協力して創り上げることの意義を学びました。教育実践ではグルー
プワーク作業の振り返りをやってみたいと思います。成果を考えることにより，改めて認知し，学習意欲を高められ
るように行っていきたいと思います。

新任教員研修会「よりよい授業のためのFDワークショップ」
＊主な対象
新規採用された教員（大学での
授業担当経験５年以上を除く）
参加を希望する教員

＊対象校
SPOD加盟校(香川県内のみ)
＊目標
授業の構想・設計・実施・評価
に関わる一連のプロセスをグ
ループワーク形式で体験し，授
業実践のために必要な能力を身
につける。

＊講師
香川大学大学教育開発センター
教員

＊日時
9月中旬
＊場所
四国電力（株）総合研修センター
（高松市内）

＊受講定員
30名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Ⅰ－001, Ⅰ－002

＊内容＊

2日目

1日目

▼受講者の声
○当初はあまり乗り気ではなかったが，スタッフの教育に対する姿勢と知識に驚かされてとても有意義な時間が過
ごせました。ありがとうございました。
○専門を異にする他学部の教員と専門外のシラバスを作るという作業は，様々な考え方や物の見方に触れることが
でき，刺激に満ちたものだった。
○キャンパスを離れた自然の豊かな高原で，日常の煩雑な業務で疲労した心身をリフレッシュすることができまし
た。タイトスケジュールにより内容の充実した研修が展開されたことにより，参加したことに一層大きな意義を感
じました。数多くのグループワークを通して，学生の立場から改めて授業運営を見つめ直すことができました。
○研修を通じて，授業の意味や教員の役割を改めて考えることができ，学生の視点やレディネスについて意識する
ようになった点が良かったと思います。独り善がりな授業にしたくないと強く思うようになりました。今回学んだ
ことは，断続的に実践していきたいと思います。私は授業経験がなく不安を感じながら参加しましたが，分かりや
すい講義内容だし，グループワークにも参加しやすく，構えなくても参加できる研修でした。このような有意義な
ワークショップにもっと多くの教員が参加することを望みます。

＊１泊２日の宿泊研修となります。途中の出入りはできません。

▼参考資料
『愛媛大学FDハンドブック  もっと!!授業を良くする』第１巻
『愛媛大学FDハンドブック  もっと!!授業を良くする』第２巻（愛媛大学教育企画室作成）
佐藤浩章 編『大学教員のための授業手法とデザイン』（玉川大学出版部）

授業デザインワークショップ
＊主な対象
愛媛大学教員のうち，下記のい
ずれかに該当する者
①新規採用された教員（大学で
の授業担当経験5年以上を除
く）
②新たに大学の授業を担当した
教員
③昨年度対象者で都合により欠
席した該当教員
④参加を希望する教員
SPOD加盟校教員のうち，参
加を希望する者

＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
１. 適切な目的・目標設定がで
きるようになる。

２. わかりやすいシラバスを書
けるようになる。

３. 様々な授業方法を知り，目
的・目標にあった方法を選
択できるようになる。

４. 様々な成績評価方法を知
り，目的・目標にあった方
法を選択できるようにな
る。

５. グループ学習の手法を，自
らの授業で導入することが
できるようになる。

＊講師
小林直人，佐藤浩章，山田剛史，
城間祥子，大竹奈津子（愛媛大
学教育企画室）
＊日時
7月９日（土）～10日（日）（第16回）
8月31日（水）～9月1日（木）（第17回）

＊場所
久万高原ふるさと旅行村（７月）
国立大洲青少年交流の家（９月）

＊受講定員
7月　25名
9月　50名

＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.
　　　　ac.jp

FD

1．オリエンテーション ・愛媛大学における教育改善
 ・研修の目的・目標の確認
 ・スタッフの紹介とお願い
2．アイスブレーキング ・自己紹介
 ・グループワーク
3．グループワークⅠ 「学生の学習を促進する授業，学習を促進しない授業」
4．講義Ⅰ 「目標設定と授業計画・シラバスの作成」
 ・目標設定と授業計画の立て方
 ・シラバスの書き方
5．グループワークⅡ 「共通教育科目の開発Ⅰ」
 ・目標設定
 ・授業計画，シラバスを作る
6．講義Ⅱ 「様々な授業方法」
 ・講義形式のメリット・デメリット
 ・双方向型授業のコツ
 ・マイクロティーチング
7．グループワークⅢ 「共通教育科目の開発Ⅱ」
 ・授業計画と評価計画
8．グループ発表Ⅰ 「中間発表」
9．グループワークⅣ 「共通教育科目の開発Ⅲ」
 ・指導案づくり

10．講義Ⅲ 「学習評価方法」
 ・学習評価の目的
 ・評価方法と評価対象
 ・試験問題の出し方
11．グループワークⅤ 「共通教育科目の開発Ⅳ」
 ・役割決定
 ・授業練習
12．グループ発表Ⅲ 「ミニ授業（導入の10分）」
 ・授業紹介
 ・ミニ授業
 ・他グループからのフィードバック
 ・フロアも交えた討議・検討
13．振り返り



プログラム番号 Y－001

＊目標＊
１．適切な授業の目的・目標設定ができるようになる。
２．わかりやすいシラバスを書けるようになる。
３．学習成果（ラーニング・アウトカムズ）を意識して授業デザインができるよ
うになる。
４．学生参加型のグループ作業を自らの授業で導入することができるようになる。

＊内容＊

  1．オリエンテーション／アイスブレーキング
  2．グループワーク「良い授業とは？」
  3．ミニレクチャー「目標設定と授業計画，シラバスの書き方」
  4．グループワーク「 共通教育科目の開発①（目標設定と授業計画）」
  5．ミニレクチャー「様々な授業形態，それぞれのメリットとデメリット」
  6．ミニレクチャー「様々な成績評価，その目的と方法」
  7．グループワーク「共通教育科目の開発②（授業計画と評価の方法・スケジュール）」
  8．グループ発表「グループワーク中間報告」
  9．グループワーク「共通教育科目の開発③（授業の計画・指導案）」

10．グループワーク「共通教育科目の開発④（最終発表準備）」
11．グループ発表「新科目の紹介とミニ授業」
12．ふりかえり

▼参考資料
『大学教員のための授業方法とデザイン』（佐藤浩章編／玉川大学出版部）
『FDハンドブック Tips集 1 ～ 6』（高知大学総合教育センター）
『授業をもっと良くできる！ 授業改善アンケート，ピア・レビュー，授業参観の進め方』（高
知大学総合教育センター）

1日目

2日目

学生の学びを支援する授業の準備 （新任教員FDワークショップ）

＊主な対象
新任教員（大学での授業担当経
験 5年未満）および新たに大
学の授業を担当した教員

＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
塩崎俊彦，立川明，俣野秀典（高
知大学総合教育センター）

＊日時
9月1日（木）～2日（金）（2日間）
9:00～17:00

＊場所
未定
＊受講定員
40名
＊主催
高知大学総合教育センター大学
教育創造部門

＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
高知大学学務部学務課
E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp

FD Ｆ
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FD プログラム（教員対象）

▼受講者の声
○シラバスの作り方（目的・目標・成績評価の書き方など）や注意点がよくわかった。
○「評価」も期末レポート（試験）の一発勝負だったので，今後は工夫しようと思いました。
○初めてグループワークを経験しましたが，メンバーと短時間で親密になることができたの
で良かったです。グループワークを自分の講義に活かそうと思いました。
○他の大学の方とグループワークの中で話ができ，授業の進め方や方法についてヒントを教
わり，各々が抱えている問題点も共有できて良かった。
○グループワーク等に具体的なコメントを返して下さっており，今後に役に立つコメントを
受講中多く頂きました。



Ｆ
Ｄ

研修プログラムガイド22

FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 K－014

講義法の基本
＊主な対象
これから授業を担当する教員，
これまでの講義法をよりよいも
のにしたい教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
葛城浩一（香川大学大学教育開
発センター）
＊日時
未定
＊場所
香川県立保健医療大学講義棟
＊受講定員
60名
＊主催
香川県立保健医療大学FD委員会，SPOD
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
香川県立保健医療大学
E-mail：hokeniryodaigaku@pref.
　　　　kagawa.lg.jp

プログラム番号 K－015

＊目標＊

①大規模クラスの特殊性について説明
することができる。

②様々な授業スキルを実際の体験を通
して習得し，習得したことを自分の
授業に生かすことができる。

＊内容＊

１．はじめに―大規模クラスの特殊性
２．構成をしっかり考える
３．明確に話す
４．匿名空間にしない
５．ペアワーク／グループワークを
　　挿入する
６．発問で刺激する
７．資料配布・回収テストを効率的に
　　行う
８．学習を阻害する行動を管理する
９．まとめ

＊目標＊

自分の授業で応用可能なコツをひとつ
以上持ち帰る。

＊内容＊

１．はじめに
２．構成をしっかり考える 
３．明確に話す 
４．匿名空間にしない 
５．ペア／グループ・ワークを
　　挿入する 
６．発問で刺激を 
７．資料配布・回収やテストを
　　効率的に行う 
８．学習を阻害する行為を管理する 
９．まとめ

講義法の基本
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
佐藤慶太（香川大学大学教育開
発センター）
＊日時
7月30日（土）10：00～12：00
＊場所
高松大学，高松短期大学　２号
館１階2105・2106講義室

＊受講定員
60名程度
＊主催
高松大学，高松短期大学，ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高松大学・高松短期大学　
総務部企画課
E-mail：kikaku@takamatsu-u.ac.jp

FD

FD
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FD プログラム（教員対象）

様々な授業改善の技法

講義法の基本

＊主な対象
教員，FD担当教職員
＊対象校
SPOD加盟校（徳島県内のみ）
＊目標
右記参照
＊講師
佐藤浩章（愛媛大学教育企画室）
＊日時
未定
＊場所
未定
＊受講定員
150名
＊主催
徳島文理大学・徳島文理大学短期大学部，
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
徳島文理大学教育・研究支援グループ
E-mail：kyokeng@tokushima.
　　　　bunri-u.ac.jp

＊主な対象
職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
佐藤慶太（香川大学大学教育開
発センター）

＊日時
8月30日（火）13：00～15：00
＊場所
高知学園短期大学　大会議室
＊受講定員
60名
＊主催
高知学園短期大学FD委員会，SPOD
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知学園短期大学ＦＤ委員会
E-mail：kyoumu@kochi-gc.ac.jp

プログラム番号 T－009

プログラム番号 Y－014

FD

FD

＊目標＊
１．授業アンケートの特徴・効果的な実施方法・活用方法を説明できる。
２．公開授業の特徴・効果的な実施方法・活用方法を説明できる。
３．授業コンサルテーションの特徴・効果的な実施方法・活用方法を説明できる。

＊内容＊
１．愛媛大学のFD事例
２．授業評価の特徴・効果的実施方法・活用方法
３．公開授業の特徴・効果的実施方法・活用方法
４．授業コンサルテーションの特徴・効果的実施方法・活用方法

▼受講者の声
○具体的に授業評価の改善点をつかめた。
○授業評価にも段階があり，授業評価の
目的により質問項目の工夫が必要であ
ることが理解できた。 後期から実践し
たいと思う。

▼参考資料

＊目標＊
自分の授業で応用可能なコツをひとつ以上持ち帰る。

＊内容＊
１．はじめに
２．構成をしっかり考える
３．明確に話す
４．匿名空間にしない
５．ペア／グループ・ワークを挿入する
６．発問で刺激を
７．資料配付・回収やテストを効率的に行う
８．学習を阻害する行為を管理する
９．まとめ
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Ⅰ－037

プログラム番号 Y－012

様々な授業改善の技法

様々な授業改善の技法

＊主な対象
授業改善に取り組みたい教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
俣野秀典（高知大学総合教育セ
ンター）
＊日時
9月20日（火） 10:00～12:00
＊場所
今治明徳短期大学会議室または
視聴覚室
＊受講定員
40名
＊主催
今治明徳短期大学FD委員会，SPOD
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
今治明徳短期大学FD委員会
E-mail：smori@meitan.ac.jp

＊主な対象
教員（特に教員経験の浅い教員
に強く推奨する。）
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
立川明（高知大学総合教育セン
ター）
＊日時
未定
＊場所
高知県立大学池キャンパス
＊受講定員
未定
＊主催
高知県立大学・高知短期大学，
SPOD
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知県公立大学法人 法人経営室
E-mail：kurohara@cc.u-kochi.ac.jp
            fukusima@cc.u-kochi.ac.jp

＊目標＊

1．FDの意義と目的を説明できる。

2．授業改善の方法を三つ以上挙げら
れる。

3．学生参加型の授業を心がける。

＊目標＊
学生の学習ニーズに対応するための授業展開及び授業技法のあり方について講義
を受け，参加者のスキルアップを目指す。

＊内容＊
詳しい内容については，問い合わせ先にお問い合わせください。
また，詳細は決まり次第，SPODホームページ（http://www.spod.ehime-u.
ac.jp/）に掲載しますので，ご参照ください。

＊内容＊
本プログラムは，FDの基本的事項を理
解した上で自分にあった授業改善活動
を実施できるようになることを目的と
します。
1．“Faculty Development”は
　　なぜ必要になったか
　・教育の質保証
　・アウトカムを重視した教育
2．授業改善の方法 
　　～高知大学の事例を中心に～
　・授業改善アンケート
　・ピア・レビュー
　・授業参観
　・アクションプラン
　・授業期間の早い段階での評価
3．学生が参加する授業への工夫
　・多様な学生が同居する授業
　・演習や実技
4．まとめ

FD

FD

▼参考資料
『FD Handbook 2010』（高知大学総合教
育センター）
『FDハンドブック Tips集 1 ～ 6』（高知大
学総合教育センター）
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Ⅰ－003

＊内容＊

1．評価の基礎知識

2．テストに関するいくつかの知識

3．総合的な評価
　・ルーブリック評価
　・学生の自己評価／相互評価
　・行動を評価する実技試験

4．Q＆A

▼受講者の声
○ヒントに満ちた内容でした。ルーブ
リックの評価への適用も興味深いだ
けでなく，学生の自主学習を促す工
夫の実例なども参考にして，すぐに
でも使えそうです。
○具体例を多く挙げていただいたので，
理解するだけでなく自分のフィール
ドを思い浮かべることが出来ました。
○授業プログラム・計画・デザインの
必要性を感じ，今後計画表の中に評
価基準・方法を入れていきます。

▼参考資料

学習評価の基本
＊主な対象
学習評価に関わる教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
1．学習評価の原則を説明することができる。
2．形成的評価と総括的評価の違いと重要性
を説明できる。

3．多様な学習評価方法を知り，自らの授業
で活用できる。

＊講師
城間祥子(愛媛大学教育企画室)
＊日時
８月23日（火）15：30～17：30
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース２
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

遠隔 FD

プログラム番号 K－002

＊目標＊
①学習評価の意義と原則を説明するこ
とができる。
②多様な学習評価方法を知り，自らの
授業で活用できる。
③成績評価において注意すべき点を説
明することができる。

＊内容＊
１．学習評価の意義
　・どうして成績評価をするのか
　・ＧＰＡ制度について
２．学習評価の原則
　・いつ，なにを，どのように
　　評価するのか。
　・総括的評価と形成的評価
３．様々な学習評価方法
　・テストによる評価
　・レポートによる評価
　・グループワークによる評価
４．評価の際の注意点
　・試験を実施する際の条件
　・成績点と合否判定
　・評価にまつわるトラブル

学習評価の基本
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
佐藤慶太（香川大学大学教育開
発センター）

＊日時
11月11日（金）13:00～15:00
＊場所
生涯学習教育研究センター第1
講義室（研究交流棟6階）
＊受講定員
50名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Y－002

＊目標＊
１．成績評価の意義と目的を説明する
ことができる。

２．到達目標にあわせた評価の方法・
基準を設定・開発できる。

３．適切なフィードバックを行うこと
ができる。

４．客観的かつ厳格な成績評価を心が
ける。

＊内容＊
　成績評価について，多様な評価基準を
設定することが求められております。昨
年度からの高知大学『シラバス入力手順
説明書』において，“具体的な評価基準は
ルーブリック評価シートを事前に配布し，
配点30点とする”との例も示されており，
ルーブリックって何？？ と，戸惑われた教
員の方も多いと聞いております。
  そこで，本プログラムは，ルーブリック
を含めた教育の評価についての基本的
な考え方を理解することを目的として実
施されます。

１．背景
　・厳格な成績評価

　・近年の高等教育における議論
２．成績評価
　・評価の意義と目的
　・診断的・形成的・総括的評価
　・評価規準と評価基準
　・評価の手順・流れ
　・さまざまな成績評価の方法
３．ルーブリック評価
　・ルーブリックとは
　・ルーブリックの有効性
　・国内外におけるルーブリックの例
　・ルーブリック作成ミニ演習
４．フィードバック
　・フィードバックの意義と目的
　・フィードバックを促す方法
　・大人数講義でのフィードバック例
５．まとめ

成績評価とフィードバック －評価の原則からルーブリック評価まで－

＊主な対象
目標に準拠した評価方法を習得
したい教員

＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
俣野秀典（高知大学総合教育センター）
＊日時
9月16日（金） 10:00～12:00
＊場所
高知大学共通教育棟3号館1階310教室
＊受講定員
30人
＊主催
高知大学総合教育センター大学
教育創造部門

＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知大学学務部学務課
E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp

FD

▼受講者の声
○参加したセミナーで最も目標達成を
意識することができた。
○ルーブリック評価のことが分かっ
た！ 特に有効な点が分かった！ あ
りがとうございました！！

プログラム番号 T－011

＊目標＊
１．学生の学習状況を適切に評価する
ための多様な学習評価方法を１つ
以上挙げることができる。

２．ルーブリックを用いた評価法を作成
することができる。

３．参加者同士で相互に適切なコメント
をすることができる。

＊内容＊
・講演「学習評価の基本」：学習評価の
目的や多様な学習評価法の種類を理
解する。
・ワークショップ：グループに分かれ
て一つの学習評価法の例としてルー
ブリック評価法を作成し，全体会で
グループ毎の発表を行う。

学習評価の基本
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD加盟校（高専のみ）
＊目標
右記参照
＊講師
宮田政徳，吉田博（徳島大学大
学開放実践センター）
＊日時
12月中
＊場所
阿南工業高等専門学校４階マルチメディア室
＊受講定員
約80名
＊主催
阿南工業高等専門学校点検・評
価委員会，SPOD
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
阿南工業高等専門学校総務課
E-mail：s-hosasoumu@
　　　　anan-nct.ac.jp

FD

▼参考資料
ルーブリックサンプル
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Ⅰ－004

＊目標＊
１．テキスト・シラバスのデメリットを
述べることができる。
２．グラフィック・シラバスのメリット
を述べることができる。
３．自身のテキスト・シラバスをグラ
フィック・シラバスに表現することが
できる。

＊内容＊
現状の文字で記述されたシラバスで，
学習内容の構造を示すのには限界があ
ります。
シラバスを図示化することで，学習者
に学習内容の構造をより良く理解して
もらうことができます。
グラフィック・シラバスを作成する過程
で，教員自身は学習内容の重複や欠損
部分を知ると同時に，本当に学習して
もらうべき部分はどこかを明確に理解
し，授業内容やその構造を作成し直す
こともできます。

１．テキスト・シラバスのデメリット
２．グラフィック・シラバスとは何か？
３．グラフィック・シラバスのメリット
４．グラフィック・シラバスの作成

グラフィック・シラバスの作成方法
＊主な対象
これから授業を担当する教員，
これまで作ったシラバスをより
よいものにしたい教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
佐藤浩章（愛媛大学教育企画室）
＊日時
8月23日(火)13:00～15:00
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース２
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

遠隔 FD

プログラム番号 K－003

＊目標＊
・シラバスの定義及び内容を説明することができる
・シラバスの適切な目的・目標を書くことができる
・シラバスで効果的な学習を促すスケジュールをコースデザインできる

＊内容＊
  1. シラバスとは何か
  2. シラバスの項目例
  3. 授業科目名の書き方
  4. 目的の書き方
  5. 目標の書き方
  6. 授業計画の書き方
  7. 受講のルールの書き方
  8. 教材に関わる情報の書き方
  9. 評価に関わる情報の書き方
10. オフィスアワーの書き方

＊準備物＊　未定
＊参考資料＊　様々な大学のシラバスサンプル

＊準備物＊　参加者は自身のシラバスを持参して下さい。

シラバスの書き方
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
宮田政徳，吉田博（徳島大学大
学開放実践センター）
＊日時
12月中
＊場所
香川大学生涯学習教育研究センター第
１講義室（研究交流棟６階）（予定）
＊受講定員
50名
＊主催
香川大学大学教育開発センター，
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Ⅰ－005

＊目標＊
①わかりやすいシラバスを書くことが
できるようになる。
②学習者が自学自習に励むようなシラ
バスを書くことができるようになる。

＊内容＊
１． シラバスとは何か？
　　・定義
２．授業題目・キーワードの書き方
　　・英文併記
　　・わかりやすく書く
３．授業目的と到達目標の書き方
　　・授業の目的の書き方
　　・到達目標の書き方

▼準備物
ご自分の授業のシラバスをご持参下さい

▼参考資料

４．授業内容・スケジュールの書き方
　　・無理のない進み具合

５．受講生に関わる情報の書き方
　　・受講にあたっての前提条件
　　・ニーズと授業内容のミスマッチ防止
６．受講ルールの書き方
　　・受講マナー
７．教材情報の書き方
　　・学問への誘い
８．評価情報の書き方

学生の授業時間外学習を促すシラバス作成法
＊主な対象
これから授業を担当する教員，
これまで作ったシラバスをより
よいものにしたい教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
佐藤浩章，城間祥子（愛媛大学
教育企画室）
＊日時
１月中旬
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース２
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

遠隔 FD

▼参加者の声
○目的と目標の違いがクリアになった。
シラバスの重要性がより明確になった。

○シラバスを学生がどう利用しているか
分かったので，シラバスの作成方法が
納得できた。シラバスはなるべくたく
さんの情報を明記したほうが良い事も
わかった。シラバスの効果が最初に説
明がありよかった。

『FDハンドブック第1巻』『FDハンドブック
第２巻』（愛媛大学教育企画室作成）
佐藤浩章編『大学教員のための授業方法と
デザイン』（玉川大学出版部）

プログラム番号 Y－003

＊目標＊
・学習成果（ラーニングアウトカムズ）を意識してシラバスを書くことができる。
・良いシラバスを書く必要性が理解できる。
＊内容＊
・ミニ講義「なぜ良いシラバスを書く必要があるか？（現状分析）」
・このワークショップの目標とプログラム
・レクチャーおよびワークショップ
　・レクチャー「各項目の書き方と注意点」
　・ワークショップ「良い目標の書き方」
　・ワークショップ「話の流れのセオリー」
・グループワーク「成績評価をどうするのか？」
・ミニ講義「いろいろな成績評価の方法」
・実習シラバスの作成（自分のシラバスを修正する）
・グループワーク　シラバス交換とフィードバック
・プレゼンテーション「シラバス作成・修正の工夫」
＊準備物について＊
ご自身のシラバス

▼参考資料
「Faculty Development Handbook Vol.1第二版 ～もっと!授業を良くするため
に～ 」愛媛大学教育企画室（http://web.opar.ehime-u.ac.jp/publishment_
hdbook.htm）

学生の学びを引き出すためのシラバスの書き方
＊主な対象
授業改善をしたい教員，大学の
教員を目指す学生
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
塩崎俊彦，立川明，俣野秀典（高
知大学総合教育センター）
＊日時
9月16日（金）13:30～16:00
＊場所
高知大学共通教育棟3号館1階
310教室
＊受講定員
30名
＊主催
高知大学総合教育センター大学
教育創造部門

＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知大学学務部学務課
E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp

FD*
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Ⅰ－006

＊目標＊
１．学生がいきいきとグループワーク
に参加できる仕組みについて説明
することができる。

２．現状よりも活発なグループワーク
をしかけることができるようにな
る。

＊内容＊
１．アイスブレイク
　・自己紹介
２．グループワーク
　・いいグループワーク
　・悪いグループワーク

▼受講者の声
○私にとっては目からうろこでした。グルー
プワークだけでなく日頃の授業にも活かせ
る内容だったと思います。
○グループワークの具体的な進め方に関して
理解することが出来た。

▼参考資料

３．成功するグループワークのカギ
　・第一のカギ
　・第二のカギ
　・第三のカギ
４．グループワークの進め方
　・グループワークの流れ
　・ファシリテーターの基本スキル
５．グループワークの必須アイテム
６．振り返りと質疑応答

グループ学習のコツ
＊主な対象
授業でのグループワークやゼミ
でのディスカッションをより活
性化させたい教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
佐藤浩章，小林直人，城間祥子（愛
媛大学教育企画室）
＊日時
9月13日（火）13:00～15:00
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース２
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

FD

プログラム番号 K－004

＊目標＊
１．協同学習の有効性について説明す
ることができる。

２．どのような協同学習があるのかを
３つ以上挙げて，その手順を説明
することができる。

３．協同学習を自らの授業で導入する
ことができる。

＊内容＊
　下記の順序で講座を行ないます。講
座は講義の部分と演習の部分から成り
立っています。
１．協同学習とは？（講義）（30分程度）
　協同学習についての基礎的な情報
を提供し，協同学習が学びを促し高

▼準備物について
既に自分の授業で協同学習を導入されて
いる方は，その授業のシラバスをお持ち
ください。これまでに自分の授業で協同
学習を導入した経験がない方は，これか
ら協同学習を導入したいと考えている授
業のシラバスをお持ちください。

▼参考資料（購入の必要なし）
Barkley, E., Cross, K., & Major, C. (2005). Collaborative learning 
techniques: A handbook for college faculty.  New York: John Wiley & 
Sons, Inc.（安永悟（監訳）（2009）．『協同学習の技法‐大学教育の手引き‐』
東京：ナカニシヤ出版．）
Jacobs, G., Power, M., & Inn, L. (2002). The teacher’s sourcebook 
for cooperative learning: Practical techniques, basic principles, and 
frequently asked questions. London : Sage Publications Ltd. 「関田一彦
（監訳），伏野久美子，木村春美（訳）（2005）．『先生のためのアイデアブック
‐協同学習の基本原則とテクニック‐』東京：ナカニシヤ出版．」

める根拠について説明します。その
後で，代表的な協同学習の手法をい
くつか紹介します。
２．協同学習を体験してみよう（演習）
　　（30分程度）
　授業の中で簡単に導入できる協同
学習（話し合いの技法）を３つ程度
体験していただきます。
３．協同学習を自分の授業に導入して
　　みよう（演習）（20分程度）
　各自の授業で，どのような協同学
習の技法を導入したら良いのかにつ
いて考えてもらいます。
４．質疑応答・まとめ（10分程度）

協同学習の技法（入門編）
＊主な対象
(1) 協同学習の基本について学びたいと
考えている教員。　(2) 自分の授業に協
同学習を導入したいと考えている教員。
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
岩中貴裕（香川大学大学教育開
発センター）
＊日時
3月9日（金）14:40～16:10
＊場所
生涯学習教育研究センター第1
講義室（研究交流棟6階）
＊受講定員
20名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Y－004

＊内容＊
・レクチャー「TBLの目的・効果」
　・進度を落とさず能動学習ができる仕組み
　・チームで取り組む意義とねらい
　・時間外学習の効果と単位の実質化
・レクチャー「TBLの手順」
　・計画の提示
　・準備確認試験の準備
　・グループ試験のやり方
　・アピール（試験問題のバグをなくす仕組み）
　・応用課題
　・教員の役割と授業効果の引き出し方
・ワークショップ「グループ作成の方法」
・ワークショップ「個別準備確認試験・
　グループ準備確認試験（メールのマナー）」
・レクチャー「よい準備確認試験」
　・Goodな問題，Betterな問題，Bestな問題
・ワ－クショップ「準備確認試験の作成」
・意見交換 ▼準備物について

実際に試験問題を作成します。お使
いのテキストまたは学生への配付資
料をご持参ください。

学生の能動学習を引き出す仕組みTBL（チーム基盤学習）
＊主な対象
進度を落とさず能動学習を授業に取り
入れたい教員および教員志望の学生

＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
TBL（チーム基盤学習）の準備
と実施手順・方法の実際を知る。
自分の授業にTBLを取り入れる
ための準備ができる。
＊講師
立川明（高知大学総合教育センター）
＊日時
9月14日（水）13:30～16:30
＊場所
高知大学共通教育棟3号館1階310教室
＊受講定員
30名
＊主催
高知大学総合教育センター大学教育創造部門
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知大学学務部学務課
E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp

FD*

▼参考資料
「FDハンドブック Tips集 1 ～ 6」
（高知大学総合教育センター）
「TBL‐ 医療人を育てるチーム基
盤学習」株式会社シナジー

プログラム番号 Ⅰ－007

＊目標＊
　・PBLと比較してTBLの特徴を３つ言える
　・TBLの流れが説明できる
　・TBLに適した問題を作ることができる

＊内容（プログラム）＊
　13:00 TBLとは～基本的考え方～
　13:10 TBL のながれ
　13:20 グループの作り方
　13:50 体験してみようTBLの実際
　14:20 （休憩）
　14:30 TBL問題の作り方
　14:40 体験してみようTBL応用課題
　15:40 TBLの特徴
　15:50 まとめ（ミニレクチャー）・アンケート
　16:00 （終了）

▼受講者の声
○実際に授業に活用できる手法を学べた。また，何がポイントか，改めて理解で
きた。
○グループワークについての 新しい手法，ツールを習得することが出来ました。
○実際に体験しながら受講できたので，納得度が高まった。楽しみながら受講で
きた。

▼参考資料
Tips5 TBL（チーム基盤学習）
で授業改善（高知大学）

▼準備物
４色ボールペン（赤・青・緑・黒）

効果的なグループワークの技法 －進度を落とさずチーム学習（チーム基盤学習：TBL）で教育効果UP↑－

＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
立川明（高知大学総合教育セン
ター）
＊日時
9月13日（火）13:00～15:00
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース２
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教
育企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

FD

Administrator
取り消し線

Administrator
置換するテキスト
22

Administrator
取り消し線

Administrator
置換するテキスト
木
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Y－006

＊目標＊
１．グループでの活動による学習の効果を説明できる。
２．学生を参加させるための技法を目的に応じて選択できる。
３．理解した内容を周囲に説明できる。

＊内容＊
　本プログラムは，グループ・ペア学習の考え方や方法を，ワークショップ形式
を取り入れながら，参加メンバーと共に学び，理解することを目的とします。

1．アイスブレイクの基本
2．小グループ・ペア学習／能動的学習の効果
3．学生を参加させるための要素・技法
4．授業等への適用例
5．学習課題の組み立て方
6．振り返り

講義に小グループ・ペア学習を取り入れた授業デザイン ～考え方と進め方～
＊主な対象
学生の学びを向上させるため
に，グループ・ペア学習を授業
の一部に取り入れたい教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
俣野秀典（高知大学総合教育センター）
＊日時
3月14日（水）13:30～15:30
＊場所
高知大学共通教育棟3号館1階310教室
＊受講定員
30名
＊主催
高知大学総合教育センター大学教育創造部門
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知大学学務部学務課
E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp

FD

▼受講者の声
○協同学習の定義・効果・技法についてきちんと学ぶことができて，本当によかっ
たと思います。
○ジグソー等の具体的手法や，それを取り入れた授業の実例を知ることができ，
自分のものに取り入れる際の参考になりました。

プログラム番号 Y－005

＊目標＊
・２つのタイプのグループワーク授業のねらいが説明できる。
・グループワーク授業において，学習者の能動的な姿勢を引き出すための手法を，
実際に体験しながら理解する。
・グループワークに関与する際に教員が注意すべき事柄を理解する。

＊内容＊
・ミニ講義　グループワーク授業／２つのねらいをもって
・ワークショップ  
　① アイスブレイクの手法
　② チームビルディングの手法
　③ さまざまなグループワーク
　　 ZIGZAG・ワールドカフェなど
　④ プレゼンテーションの工夫
模擬的にグループワークを行うことで，その運営方法を理解します。
・振り返り
　ワークショップで得た知見をグループで振り返ります。

初年次科目のためのグループワークの技法
＊主な対象
グループワーク授業の担当者，
特に初めてこの種の授業を担当
する教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
塩崎俊彦，立川明，俣野秀典（高
知大学総合教育センター）

＊日時
3月13日（火）13:30～17:00
＊場所
高知大学共通教育棟3号館1階310教室
＊受講定員
30名
＊主催
高知大学総合教育センター大学教育創造部門
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知大学学務部学務課
E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp

FD
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Y－015

＊目標＊
・受講生の能動性を引き出すための「問」が作れる
・学生の能動性を維持するために必要な授業の組み立てができる
・自分の授業でアレンジして使えるグループワークの手法を３つ以上説明できる

＊内容（プログラム）＊
　13:20 受講生の能動性を維持するために必要な基礎知識（レクチャー）
　13:35 グループの作り方（ワークショップ）
　14:05 アイスブレイキング（大好きマップ・総当たり自己紹介）
　14:30 チームビルディングの手法（ワークショップ・コミュニケーション）
　15:00 （休憩）
　15:10 ふりかえり（ワークショップ・ミニレクチャー）
　15:40 理解促進テスト法（ワークショップ・電子メールのマナー）
　16:10 ZIGZAG (またはWorld Cafe) （ワークショップ）
　16:30 様々なグループワークの手法（ミニレクチャー）・アンケート
　17:00 （終了）

効果的なグループワークの技法
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
立川明（高知大学総合教育セン
ター）
＊日時
9月27日（火）13:20～17:00
＊場所
高知工業高等専門学校環境都市
デザイン工学科５年生教室
＊受講定員
20名
＊主催
高知工業高等専門学校，SPOD
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知工業高等専門学校総務課
E-mail：watanabe@jm.kochi-ct.ac.jp

FD

プログラム番号 Y－007

＊目標＊
グループワークを主とする授
業担当者にとって必須となる
能力：ファシリテーション力
を身につける。
グループ活動支援に必要な
チームビルディングの方法を
知る。
チームビルディングゲームの
進め方を知る。
場の構築の重要性を理解する。
フィードバックの重要性を理
解する。
ファシリテーションにおける
注意点を知る。

＊内容＊
1日目
・オリエンテーション
・導入実習「グループの作り方とアイスブレイ
キング（総当たり自己紹介）」・チーム・ビル
ディングゲーム「バスはまってくれない」
・ポスター掲示　＆　休憩・昼食
・振り返り
・導入実習「ブレインストーミング」実施方法
と導入質問作成
・チームビルディング実習「コンセンサスを求
めて」
・振り返りと解説
・研修のまとめ（アンケート，アクションプラン，
分かち合い）

2日目
・グループ討論「私の価値観」／振り返り
・チームビルディング実習「私のライフポジ 
ション」／解説
・チームビルディング実習「私を生かすコミュ
ニケーション」・振り返り
・チームビルディング実習／振り返り
・チームビルディング実習「イメージ交換」
・解説「私の得たこと，学んだこと」
・研修のまとめ

能動学習支援者必須！グループワークのためのファシリテーション入門
＊主な対象
グループワークを主とする授業
担当教員およびTA等として授
業の補助を行う学生
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
塩崎俊彦，立川明，俣野秀典（高
知大学総合教育センター）
＊日時
3月26日（月）～27日（火）
（2日間）10:00～18:00
＊場所
高知大学共通教育棟3号館1階310教室
＊受講定員
30名
＊主催
高知大学総合教育センター大学教育創造部門
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
高知大学学務部学務課
E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp

FD*

1日目

2日目
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 K－005

＊目標＊
１．プレゼンテーションの方法について学ぶ必要性を述べることができる。
２．分かりやすいプレゼンテーションにする方法を説明することができる。
３．分かりやすいプレゼンテーションを行うことができる。

＊内容＊
１．はじめに
２．プレゼンテーションって何？
３．わかりやすいコンテンツ（内容）
４．わかりやすくするテクニック（技法）
５．わかりやすくするツール（道具）
６．プレゼンテーションの流れ
７．聴き手の作法
８．もう一度発表してみよう！
９．まとめ

「プレゼンテーションの方法｣の教え方
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
葛城浩一（香川大学・大学教育
開発センター）
＊日時
3月6日（火）13:00～14:30
＊場所
生涯学習教育研究センター第1
講義室（研究交流棟6階）
＊受講定員
50名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD

プログラム番号 Ⅰ－008

＊目標＊
①学生を授業に集中させることができる
②学生のモチベーションを保つことができる
③学生とうまくコミュニケーションを取ることができる

＊内容＊
　「居眠りをさせないためのコツ」「私語をさせないためのコツ」といった，学生
を授業にうまく引き込み，学生のモチベーションを最初から最後まで高く維持す
るための手法について学びます。とくに，授業の準備段階から，授業開始時，途中，
終了時において，段階的に効果的な「しかけ」を活用することで，学生が集中し
て授業に取り組むようになる手法について，講師の実践例を紹介しながら学びま
す。

クラスルームコントロール
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
秦敬治（愛媛大学教育企画室）
＊日時
9月20日（火）13:00～15:00
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース２
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

FD



Ｆ
Ｄ

研修プログラムガイド34

FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Ⅰ－010

＊目標＊
１．「学生中心の大学」の実現のために
　　“良い”授業ができるようになる。
　⇒“良い”授業とは？
　　・わかりやすい授業
　　・知的な緊張感のある授業
　　・ 学生が参加する（した気にさせ
　　　る）授業
２．講義をするときに注意が必要な話
　　し方のコツを実習を通して習得し，
　　習得したことを自分の授業に生か
　　すことができる。

＊内容＊
１．イントロダクション
　・本日のメニュー
　・本日の目的と目標

▼受講者の声
○子音でわかりにくい言葉の事例を聞いて納得。
○自分では声は大きいし，大丈夫と思ってました
が，話し方には話す内容も大事だということを
再認識しました。

▼参考資料
「大学教員のための授業方法とデザイン」
佐藤編，玉川大学出版部，2010

２．講師が気をつけていること
　・ どうしたらわかりやすい話し方が
　　できるか？
　・発音しにくい言葉
　・区別しにくい言葉
３．実例を元に演習
　・聞き手が理解しやすい話し方
　・どう話すか？の前に何を話すか？
４．休憩とストレッチ
５．外部講師（教育協力者）による発声練習
　・大きな声を出すためには？
　・はっきりと発音するためには？
６．まとめ・セルフアセスメント
　・あらためて，「良い」授業とは？
７．質疑応答

講義のための話し方入門
＊主な対象
教員，とりわけ講義を受け持つよ
うになって間もない教員（Ⅰ-000
とセットで受講することが推奨さ
れますが，単独受講も大歓迎です）
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
小林直人（愛媛大学教育企画室）
飯島永津子（愛媛大学医学部教育協力者）
＊日時
9月9日(金)15:30～17:30
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース２
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

遠隔 FD

＊目標＊
１．「学生中心の大学」の実現のために
　　“良い”授業ができるようになる。
　⇒“良い”授業とは？
　　・わかりやすい授業
　　・知的な緊張感のある授業
　　・ 学生が参加する（した気にさせ
　　　る）授業
２．様々な授業スキルを実際の体験を
　　通して習得し，習得したことを自
　　分の授業に生かすことが出来る。

▼受講者の声
○学生がノートに書き写しているときに教員
は何をするかということが参考になった。
○大人数講義で，学生とコミュニケーション
をとる方法。授業に参加させる方法。授業
効果を高める方法等々について，非常に詳
しく具体的に学ぶことができた。

▼参考資料

＊内容＊
１．はじめに　敵を知り己を知る
２．「授業スキル」のいろいろ
３．「板書」の基本テクニック
４．「プリント」の基本テクニック
５．「コミュニケーション」の基本テクニック
６．休憩とストレッチ
７．参加/体験型授業の例
　　グループワークを経験する
８．「キーワード」を明示する
９．まとめとセルフアセスメント
　　あらためて，「良い」授業とは？
10．質疑応答

大人数講義法の基本
＊主な対象
教員，とりわけ講義を受け持つよう
になって間もない教員（Ⅰ-006と
セットで受講することが推奨されま
すが，単独受講も大歓迎です）
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
小林直人（愛媛大学教育企画室）
＊日時
8月26日(金)13:00～15:00
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース２
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

プログラム番号 Ⅰ－009

FD

「大学教員のための授業方法とデザイン」
佐藤・編，玉川大学出版部，2010

「成長するティップス先生」
（池田ら著，玉川大学出版部，2001）
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 K－007

＊目標＊
以下の２項目を学生に教えることができる。
・書き言葉による適切なコミュニケーション
・プレゼンテーションやレポートに必要な文章技術

＊内容＊
・書き言葉による適切なコミュニケーション
　①はじめに
　②教職員へのメールの書き方
　③書き言葉による手順の説明
　④まとめ

・プレゼンテーションやレポートに必要な文章技術
　①はじめに
　②比較・対象の練習
　③箇条書きの練習
　④要約の練習
　⑤まとめ

「日本語技法｣の教え方
＊主な対象
教員，特に「日本語技法」を担
当する教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
高水徹（香川大学・インターナ
ショナルオフィス）
＊日時
3月8日(木) 13:00～16:10
＊場所
生涯学習教育研究センター第1講義室
（研究交流棟6階）
＊受講定員
50名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD

▼参考資料
香川大学大学教育開発センター編「教養ゼミナールハンドブック2011」
（参加者には配布します）

プログラム番号 K－006

＊目標＊
１．レポートの書き方の手順について説明することができる。 
２．出された課題に沿ったレポートを学生に書かせることができる。

＊内容＊
１．はじめに 
２．レポートと感想文との違い 
３．レポートの作成の手順 
４．レポート作成のルール 
５．まとめ 
補論．文献検索の方法

「レポートの書き方｣の教え方
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
西本佳代（香川大学教育・学生
支援機構）
＊日時
3月6日(火) 14:40～16:10
＊場所
生涯学習教育研究センター第1講義室
＊受講定員
50名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Ⅰ－011

＊目標＊
１．Eラーニングソフト Moodle を体
験する。

２．Eラーニングで何ができるかを知
る。

３．Eラーニングのコース作成法を学
ぶ。

＊内容＊
１．Moodleとは
２．コースへのログイン

▼受講者の声
「資料が充実していて，わかりやすく受講で
きました。」
「学生とのコミュニケーションが出来き，細
かい指導が可能だと思いました。」

▼参考資料

３．コンテンツ（文書＆動画）のアッ
プロード
４．ファイルの取り扱い，ファイル名
についての注意
５．フォーラム（掲示板）によるディ
スカッション
６．レポート課題の提出
７．小テストの作成と実施
８．採点と成績（評定）の管理
９．メールの送信（クイックメール）
10．ログの確認

Ｅラーニング入門
＊主な対象
Eラーニングを使ってみたい，
Eラーニングで何ができるのか
知りたい教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
平田浩一（愛媛大学教育学部）
佐々木隆志（愛媛大学総合情報メディアセンター）
＊日時
9月2日(金) 15:30～17:30
＊場所
総合メディアセンター演習室１
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

FD

プログラム番号 K－008

＊目標＊
①ノートの取り方を学ぶ必要性を説明することができる。
②よいノートとはどのようなものか，説明することができる。
③うまくノートをとるコツを説明することができる。

＊内容＊
①ノートを取るってどういうこと？ 
②よいノートの条件 
③よいノートを取るためのコツ 
　・講義のスタイルの違い 
　・ノートの種類 
　・授業前／授業中／授業後にすること 
　・ノートの取り方サンプル紹介 
④まとめ

「ノートの取り方｣の教え方
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
佐藤慶太（香川大学・大学教育
開発センター）
＊日時
3月9日(金) 13:00～14:30
＊場所
生涯学習教育研究センター第1講義室
（研究交流棟6階）
＊受講定員
50名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD

▼参考資料
香川大学大学教育開発センター編「教養ゼミナールハンドブック2011」
（参加者には配布します）
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Ⅰ－012

＊目標（goal）＊
英語で授業をするときの一般的なガイドラ
インを説明できる。
ロールプレイ形式のワークショップで，英
語による授業を経験する。

To learn some general guidelines for 
teaching in English.
To have an opportunity to practice in 
a role-play style workshop.

＊内容（contents）＊
1.　創成授業「異文化のまなざし」での事
例報告

2.　英語で授業をする際の一般的なガイド
ラインについて

3.　質疑応答と休憩時間
4.　授業の「良くない例」の事例実演と

▼受講者の声
○久しぶりにネイティブの英語を生で聴けた。 
○ワークショップの時間に実際に留学生が参加してくれたことで活気があり，
　授業中のような展開を想定したやり取りがあった事が特に良かった。 
○グループディスカッションの重要性がよく分かった。 
○体験とレクチャーのバランスが良かった。

フィードバック
5.　英語のミニ講義を作るグループワーク
6.　グループごとの模擬授業　～留学生を
前にして～

7.　まとめと振り返り

1. Report on the Issues in Research 
classes

2. Go over general guidelines for 
teaching in English

3. Q&A/short break
4. Model class to use as demonstration 
"a bad example"

5. Divide into groups to make a short 
lecture

6. Presentation by participants
7. Summing up

英語で授業を教えたい教員のためのワークショップ
＊主な対象
教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
ルース・バージン（国際教育支援センター） 
＜企画スタッフ＞ 
田中寿郎（愛媛大学理工学研究科）
デイビッド・ボグダン（愛媛大学教育学部）
小林直人（愛媛大学教育企画室）
＊日時
8月30日(火) 15:30～17:30
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース2
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

FD

プログラム番号 Y－008

＊目標＊
PowerPoint資料をいろいろなファイル形式で保存する方法を知る。
ファイル形式による違い，特徴を知る。
Moodleの基本的取り扱いを知る。
＊内容＊
・事前調査とグループメンバー決定
・レクチャーと実習「プレゼンテーションの工夫」
・レクチャーと実習「音声付きPowerPoint資料の作成」
・レクチャーと実習「様々な保存方法」
・レクチャーと実習「ファイルの圧縮」
・レクチャーと実習「Moodleへのログイン」
・レクチャーと実習「コース作成」
・レクチャーと実習「Moodleへの圧縮ファイルアップロード」
・レクチャーと実習「Moodleでのファイル解凍」
・レクチャーと実習「Moodleでのテスト実施」

▼準備物について
簡単なプレゼン資料（5ページ程度）をPowerPointで，簡単な試験問題（選択
式2～ 3問）をWordまたはテキストファイルで準備してください。受講者は高
知大学オンライン学習支援システム（Moodle）への登録が必要。ノートPC必携（貸
し出し希望者は事前に連絡）。必ず事前申し込みを！

▼参考資料
「Moodle入門」井上博樹他（海文堂）

自習を助ける教材を創る・発信するためのPowerPoint ＆ Moodle入門
＊主な対象
プレゼン技術を高めたい教職員および学生
Moodle を使って教材公開や学生支援をしたい教員

＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
立川明（高知大学総合教育セン
ター）
＊日時
3月12日（月）13:30
＊場所
高知大学共通教育棟3号館1階310教室
＊受講定員
30名
＊主催
高知大学総合教育センター大学教育創造部門
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知大学学務部学務課
E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp

FD*
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 T－002

＊目標＊
・ティーチング・ポートフォリオとは何かを理解する。
・ティーチング・ポートフォリオの必要性・有効性について知る。
・ティーチング・ポートフォリオ作成の要点と手順を理解する。

＊内容＊
　２０１１年１２月以降にＳＰＯＤ加盟校（東四国：香川県，徳島県）で予定し
ているティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップへ向けて，講演の形で，
ティーチング・ポートフォリオについて学ぶ。ティーチング・ポートフォリオと
は何か，教育改善や教育業績評価にいかなる点で役立つかといった必要性と有効
性を理解する。また，ティーチング・ポートフォリオ作成の事前準備として，作
成の要点と手順について学ぶ。

▼参考資料
ＴＰ完成サンプル

ティーチング・ポートフォリオ入門
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
秦敬治（愛媛大学教育企画室）
＊日時
12月上旬
＊場所
徳島大学大学開放実践センター
３階インテリジェントラボ
＊受講定員
20名
＊主催
徳島大学大学教育委員会・ＦＤ
専門委員会，SPOD
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
徳島大学大学開放実践センター
E-mail：t-spod@cue.
　　　　tokushima-u.ac.jp

FD

プログラム番号 K－009

＊目標＊
障がいのある学生が高等教育機関に入学す
る際には，適切な指導を受ける機会が与え
られなければならない。その際，指導上必
要だと思われる支援策について考える。

＊内容＊
・新しい障がい観（ＩＣＩＤＨからＩＣＦへ）
と教育
・発達障がいとは（高機能広汎性発達障が
い，注意欠陥多動性障がい，学習障がい等，
知的な遅れはないが，発達に偏りをもっ
ている人たち）
・発達障害者支援法と大学教育について（平
成17年に施行された発達障害者支援法

▼受講者の声(アンケートなどから)
○障害を持つ人の具体例を聞けたことで，その人の持つ世界を知ることができ，理解してい
くきっかけとなりました。
○発達障害の学生さんへの接し方，気をつける事など具体的に話され参考になりました。

▼参考資料
高等教育のユニバーサルデザイン化　　佐野眞理子編　大学教育出版
発達障害の子どものユニークさを伸ばすテクノロジー　中邑賢龍　中央法規
障害のある学生を支える　ボニー・M・ホッジ　文理閣

と，そのなかで触れられている大学教育
について，特別支援教育との関連も含め
て）
・どのように教育していく必要があるのか
（ニートの問題等，社会の抱える問題と発
達障がい，教育機関としての役割）
・セルフエスティームを高める支援とは（学
生の自己効力感等を高めるためにどのよ
うな支援が考えられるのかを考える）
・他大学での取り組み等は（障がいのある
学生たちに対して先進的な取り組みを実
施している大学を紹介し，その一部の取
り組みについても紹介する）

ちょっと気になる学生への対応とその理解
＊主な対象
教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
坂井聡（香川大学教育学部）
＊日時
9月7日(水) 10:00～12:00
＊場所
生涯学習教育研究センター第1
講義室（研究交流棟6階）
＊受講定員
50名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 K－016

＊目標＊
・ティーチング・ポートフォリオとは何かについて理解する。
・ティーチング・ポートフォリオ作成の意義と，作成のための手順について理
解し，作成の見通しを持てるようになる。

＊内容＊
・ティーチング・ポートフォリオとは何か
・ティーチング・ポートフォリオ作成の歴史的背景
・業績評価とティーチング・ポートフォリオ
・ティーチング・ポートフォリオを作成すると何が変わるか（実践例を含む）
・ティーチング・ポートフォリオ作成の実際

▼参考資料
大学評価・学位授与機構「日本におけるティーチング・ポートフォリオの可能性
と課題」－ワークショップから得られた知見と展望―

▼受講者の声
○自分の教育に関する多くの資料を用意して，限られた長さにまとめる作業は大
変だったが，これまでの自分の教育業績を振り返るよい機会になると同時に，
これから向かうべき方向も見えてきた。　
○ティーチング・ポートフォリオ作成が本当に自分にとって必要なものかどうか
を，見極められた。

ティーチング・ポートフォリオ入門
＊主な対象
教員，教務または自己点検・評
価を担当する職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
秦敬治（愛媛大学教育企画室）
＊日時
6月25日(土) 9:30～11:30
＊場所
香川短期大学5階講義室
＊受講定員
10名（本学教職員を除く）
＊主催
香川短期大学，SPOD
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川短期大学FD委員会
E-mail：hino@kjc.ac.jp

FD

プログラム番号 T－010

＊目標＊
　ティーチング・ポートフォリオとは何かを理解する。特にその必要性と有効性，
内容構成，作成の要点と手順を理解する。

＊内容＊
　講義，実習形式の授業改善を目指し，ティーチング・ポートフォリオ導入の事
前準備として今回の研修を実施する。技能系・工学系の経験は多いが事務系作業
を苦手とする教員を対象に，教育記録を残す手法を開示する。

▼参考資料
参考ＵＲＬ　http://www.teaching-portfolio-net.jp/

ティーチング・ポートフォリオ入門
＊主な対象
教員
＊対象校
SPOD全加盟校（技能職養成
課程を持つ教育機関に推奨）
＊目標
右記参照
＊講師
香川順子，ほか（徳島大学大学
開放実践センター）
＊日時
７月後半
＊場所
徳島工業短期大学会議室，また
は講義室
＊受講定員
約25～40名
＊主催
徳島工業短期大学，ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
徳島工業短期大学事務局
E-mail：k.tsutsui@tokuco.
　　　　ac.jp

FD
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FD プログラム（教員対象）

▼参考資料
ＴＰ完成サンプル

ティーチング・ポートフォリオ開発ワークショップ 〈西四国対象〉
＊主な対象
教員
＊対象校
ＳＰＯＤ加盟校
（西四国：愛媛県，高知県）
＊目標
右記参照
＊講師
秦敬治（愛媛大学教育企画室）ほ
か

＊日時
９月中（３日間）
＊場所
愛媛大学愛大ミューズ
＊受講定員
20名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点）
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

プログラム番号 Ⅰ－013

FD

＊目標＊
・ティーチング・ポートフォリオとは
何かを理解する。
・ティーチング・ポートフォリオの必
要性・有効性について知る。
・ティーチング・ポートフォリオ作成
の要点と手順を理解する。
・ティーチング・ポートフォリオを作
成する。

＊内容＊
３日間を通しての参加となります。
メンターによるメンタリングを行いな
がら作成します。
＜１日目＞（予定）
１．オリエンテーション
２．昼食会
３．意見交換
４．メンタリング
５．ＴＰ作成作業　　　
＜２日目＞
１．ＴＰ作成作業
２．メンタリング
３．昼食会・意見交換
４．ＴＰ作成作業
（夜）情報交換会（任意） 
＜３日目＞
１．ＴＰ作成作業
２．メンタリング
３．昼食会・意見交換 
４．ＴＰ作成作業
５．ＴＰ披露・修了式

▼参考資料
ＴＰ完成サンプル

ティーチング・ポートフォリオ開発ワークショップ 〈東四国対象〉
＊主な対象
教員
＊対象校
ＳＰＯＤ加盟校
（東四国：徳島県，香川県）
＊目標
右記参照
＊講師
香川順子（徳島大学大学開放実
践センター），秦敬治（愛媛大学
教育企画室）ほか
＊日時
12月～３月中（３日間）
＊場所
未定
＊受講定員
20名
＊主催
徳島大学大学教育委員会・ＦＤ専門委員会
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
徳島大学大学開放実践センター
E-mail：t-spod@cue.
　　　　tokushima-u.ac.jp

プログラム番号 T－003

FD

＊目標＊
・ティーチング・ポートフォリオとは
何かを理解する。
・ティーチング・ポートフォリオの必
要性・有効性について知る。
・ティーチング・ポートフォリオ作成
の要点と手順を理解する。
・ティーチング・ポートフォリオを作
成する。

＊内容＊
３日間を通しての参加となります。
メンターによるメンタリングを行いな
がら作成します。
＜１日目＞
１．オリエンテーション
２．昼食会
３．意見交換
４．メンタリング
５．ＴＰ作成作業　　　
＜２日目＞
１．ＴＰ作成作業
２．メンタリング
３．昼食会・意見交換
４．ＴＰ作成作業
（夜）情報交換会（任意） 
＜３日目＞
１．ＴＰ作成作業
２．メンタリング
３．昼食会・意見交換 
４．ＴＰ作成作業
５．ＴＰ披露・修了式
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FD プログラム（教員対象）

プログラム番号 Ⅰ－014, T－012, T－013

高専ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ FD

＊主な対象
教員（教育歴５年以上を目安とす
る），教育力向上を目指す教員
＊対象校
SPOD全加盟校（高専のみ）
＊目標
右記参照
＊講師
松本高志（阿南工業高等専門学
校），秦敬治（愛媛大学教育企
画室）ほか
＊日時
９月中（３日間）,
12月下旬（３日間），
３月下旬（３日間）
＊場所
12月下旬・3月下旬：阿南工
業高等専門学校会議室，セミ
ナー室（管理棟３階） 
9月：愛媛大学愛大ミューズ
＊受講定員
40名
＊主催
阿南工業高等専門学校・ＦＤ高
度化推進室
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
阿南工業高等専門学校　総務課
E-mail：s-hosasoumu@
　　　　anan-nct.ac.jp

＊目標＊
　ティーチング・ポートフォリオ（以下，「ＴＰ」という。）を用いて教員による
主体的な教育力向上を目指します。ＴＰは自己省察によって，教育業績を整理す
るのみならず，教員が抱いている教育への情熱を振り返り，その思いを授業改善，
さらに教育力向上へ結びつける教員の意識改革（主体性）を重視するものです。
　ＴＰ作成者（ワークショップ参加者）は次回メンター（助言者）として参加し，
他者をメンタリングすることにより更なる教育効果が上がり，ＴＰ作成者の増加
のみならず，メンター養成によって相乗効果が生まれることが期待されます。

＊内容＊ ３日間を通しての参加となります。
＜１日目＞ 12：00開始　17：00終了（予定）
　１．オリエンテーション
　２．昼食会
　３．意見交換
　４．第１回個人ミーティング
　５．ＴＰ作成作業　　　
＜２日目＞ 9：00開始　17：00終了（予定）
　１．ＴＰ作成作業
　２．第２回個人ミーティング
　３．昼食会・意見交換
　４．ＴＰ作成作業
　（夜）情報交換会（任意） 
＜３日目＞ 9：00開始　16：30終了（予定）
　１．ＴＰ作成作業
　２．第３回個人ミーティング
　３．昼食会・意見交換 
　４．ＴＰ作成作業
　５．ＴＰ披露・修了式

▼受講者の声
○自分がやりたい教育というものが整理できた。
○スケジュール的には厳しかったのですが，自らの教育経験の統括を行えたらと
いう意味から大変有意義であったと思います。これ程長い時間をかけて自らの
教育について考えさせられた時は，今までありませんでした。

▼参考資料
『大学教育を変える教育業績記録　ティーチング・ポートフォリオ作成の手引』ピー
ター・セルディン／著　大学評価・学位授与機構／監訳　栗田佳代子／訳（玉川
大学出版）

▼準備物
事前に課題（スタートアップシート）を作成・提出していただきます。

▼研修風景

Administrator
取り消し線

Administrator
置換するテキスト
9



Administrator
取り消し線

Administrator
置換するテキスト
12
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FD プログラム（教員対象）

ティーチング・ポートフォリオ更新ワークショップ
＊主な対象
教員（TP作成後1年を経過し
ている教員が望ましい）
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
秦敬治（愛媛大学教育企画室）ほ
か

＊日時
９月16日（金）
＊場所
愛媛大学愛大ミューズ
＊受講定員
20名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点）
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

プログラム番号 Ⅰ－015

FD

＊目標＊
ティーチング・ポートフォリオを更新する。

＊内容＊
ティーチング・ポートフォリオの作成に終わりはありません。今回はティーチン
グ・ポートフォリオの更新を目的としてワークショップを実施し，参加者と一緒に，
より良いティーチング・ポートフォリオの作成を行います。

▼事前準備
事前にご自身のティーチング・ポートフォリオを読み返し，更新が必要な箇所の
検討を付けておく。更新に必要なエビデンスを準備する。



FD/SDプログラム
（教職員対象）
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FD/SD プログラム（教職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－016

▼準備物について
各自パソコンを持参してください。貸出可能です
ので，愛媛大学教育企画室までお問い合わせくだ
さい（数量限定）。

▼受講者の声
○ルーブリックとは，どのようなものであ
るべきか，深く理解することができまし
た。学生・教員双方のためのルーブリッ
ク作りを行うことで，学習意欲を引き出
せるのではないかと思いました。
○これまでレポートや授業記録を提出させ
た後，教員コメントを書くのに手間・時
間をかけていたので，今後は効率よく評
価できると思います。また，授業態度の
評価基準もきちんとしたものではなかっ
たので，学生との合意でやれるのが双方
のメリットになると思います。

▼参考資料
Dannelle D. Stevens 2004, 
Introduction to Rubrics: An 
Assessment Tool to Save 
Grad ing T ime,  Convey 
Effective Feedback and 
Promote Student Learning,  
Stylus Publishing, U.S. （購
入の必要なし）

ルーブリックを作ろう！―成績評価の厳密化と効率化のために―
＊主な対象
成績評価の厳密化と効率化をはかりた
い教員，ルーブリックを作成したい教
員，教育・学習評価に関心のある教職員，
人事評価に関心のある教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
佐藤浩章(愛媛大学教育企画室)
井上敏憲（愛媛大学アドミッションセンター）
＊日時
9月9日（金）13：00～15：00
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース2
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

遠隔 FD/SD

＊目標＊
１．ルーブリック評価のメリットを説
明することができる。
２．自らの授業で活用できるルーブリッ
クを作成する。
※ルーブリックとは，教育・学習成果の評
価の厳密化と効率化を進めるために使われ
る評価ツールです。本講座ではその作成手
続きと様々な事例を紹介しながら，時間内
に自らの授業で活用できるルーブリックを
作成します。作成したルーブリックは，ルー
ブリックバンクを通して他者と共有するこ
とができます。

＊内容＊
１．ルーブリックとは何か？
２．なぜルーブリックを使うのか？
３．ルーブリックをどうやって作成するか？
　　ルーブリック作成の4段階
　　第１段階：振り返り（リフレクティング）
　　第２段階：リスト作成
　　第３段階：グループ化とラベリング
　　第４段階：適用
４．ルーブリック作成（個人ワーク）
５．ルーブリックブラッシュアップ
　　（グループワーク）
６．ルーブリックを使って採点する

プログラム番号 Ⅰ－017

＊目標＊
１．学習動機が低い学習者の心理状況
を説明することができる。

２．主要な動機付け理論を説明できる。
３．様々な質問技法を知り，自らの授
業で活用することができる。

４．効果的なフィードバック技法を知
り，自らの授業で活用することが
できる。

５．様々な教室管理の手法を知り，自
らの授業で活用することができる。

６．自らのインストラクションの強み
と弱みを知る。

▼参考資料

＊内容＊
１．はじめに
　　・はじめに
　　・過去のインストラクション分析
　　・今日の内容
２．実施前
　　・演習（マイクロティーチング）
　　・振り返り
　　・参加者分析
　　・２種類の緊張緩和
３．実施中
　　・動機付け
　　・質問
　　・グループ作業
　　・グループの学習段階モデル
　　・教室管理
４．実施後
　　・演習（マイクロティーチング）
　　・振り返り

学習動機を高める授業
＊主な対象
学習者の動機を高めたい教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
佐藤浩章(愛媛大学教育企画室)
＊日時
9月6日（火）13:00～17:00
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース2
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

FDFD/SD

▼受講者の声
○授業を振り返る大変良い機会となりました。
○グラウンディングの必要性，学習段階モデルにおける対立段階の重要性がよく分かった。
○授業をよくしたいと思っていても，具体的に何をしたらいいか浮かばなかったが，学生へ
の質問の仕方でもオープン・クローズドQでそれぞれ特徴があるなど具体的にお話いただ
いたので，何に注意をしたら良いか良く分かりました。
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FD/SD プログラム（教職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－018

＊目標＊
・クリッカーの使い方を説明することができる。
・クリッカーを用いた授業や学会発表の方法について述べることができる。

＊内容＊
１．イントロダクション
　・自己紹介
　・クリッカーとは？
　・今日の目標，内容
２．クリッカーの使い方
　・インストール
　・スライドの作成
　・プレゼンテーション
　・レポートの作成 ▼参考資料

授業の双方向性を高めるクリッカー入門編
＊主な対象
教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
山内一祥（佐賀大学高等教育開発センター）
＊日時
８月26日（金）15：30～17：30
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース2
＊受講定員
20名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

FD/SD

プログラム番号 K－010

＊目標＊
・クリッカー＆制御ソフトの使用方法を習得し，実際に使用できるようになる。
・クリッカーを用いた教育方法ならびに研究方法の展開を考えることができる。

＊内容＊
クリッカーを使用すると，簡単なテストやアンケート調査などをリアルタイムに行
うことができ，今までの授業の改善や研究推進に役立てることが可能になります。
１．クリッカーを使用した事例紹介
２．クリッカー制御ソフト（Turning Point）の使用
クリッカーを使うには，制御ソフトとMicrosoft社のPowerPointが必要です
WindowsでもMacintoshでも使用できます
・ソフト（インターネット経由で取得，無料）のインストール
・集計用スライドの作成方法
・プレゼンテーション実行方法

クリッカーで教育・研究が変わる！
＊主な対象
教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
真鍋芳樹（香川大学・アドミッ
ションセンター）
＊日時
5月16日（月）13:30～15:30
＊場所
生涯学習教育研究センター第1
講義室（研究交流棟6階）
＊受講定員
50名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD/SD

▼参考資料

▼受講者の声(アンケートなどから)
・自分の授業の進め方の具体的なイメージ
が広がった。
・実践的内容でよかった。
・クリッカーの具体的な機能について理解
した。
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FD/SD プログラム（教職員対象）

プログラム番号 K－011

プログラム番号 Y－009

＊目標＊
具体的な事例を通じて，教材（含むマルチ
メディア情報）のホームページ化に挑戦。

＊内容＊
（1）平易な文書のホームページ化
①HTML文書のテンプレート提示：簡単
タグ紹介，ハイパリンク，箇条書き，
表形式等の解説

②お手軽ホームページ作成の体験（受講
者全員）

（2）HTMLファイルの確認と代表者による
試験的ホームページ公開
①作成したお手軽ホームページの手元PC
による閲覧（受講者全員）

②WWWサーバへのHTMLファイル・アッ
プロードの手順確認（代表者数名によ
る実演を含む）

＊目標＊
Webページを簡単に作成する３つの方
法を知る。
メモ帳を使ってHTMLを直接書く方法
を知ることにより，タグの意味を理解
する。

＊内容＊
・レクチャーによる基本的注意点の
　解説。
　・ユニバーサルアクセスについて
　・色使いについて
　・文字情報の重要性について
・PowerPointを使った実習「自己
　紹介」，「組織紹介」または教材作成
　・PowerPointによる資料作成

　・データの保存
　・HTMLへの変換
　・Word，Excelを使ったHTMLの
　　作成法
・メモ帳を使ったHTMLの書き方
　ワークショップ
・Moodleへのデータ送信
・プレゼンテーション
　・作成したWebページの紹介，
　　工夫，こだわり
　・ピア・フィードバック

▼参考資料
必要に応じて，講義中に紹介する。できる
だけ書籍よりもURL(講義担当者の作成分を
含む)を参照する。

▼準備物について
シラバス文書（ファイルあるいは印刷物）
などをご持参ください。それを基に受講者
ご自身のホームページを作成します。PCを
ご準備いただければ好都合です。

▼準備物について
2～ 3ページ程度の自己紹介ページ，組織紹介ページ，または作ってみたい教材
等をPowerPointまたは手書きで作成してきてください。受講者は高知大学オン
ライン学習支援システム（Moodle）への登録が必要。ノートPC必携（貸し出し
希望者は事前に連絡）。必ず事前申し込みを！

（3）マルチメディア情報を含む教材のホー
ムページ化の実習
①画像・音声・動画像などを含む文書ファ
イルの公開

②ファイル・アップロードと情報公開（代
表者数名による実演を含む）

（4）セキュリティ対策の必要性について
①一般的な説明・・セキュリティ対策への
理解（受講者全員）

②事例紹介：閲覧の学内限定，パスワード
による閲覧制約の設定等を含む

　
実習等で紹介する手続きの文書化（手順化）
と参照可能な情報公開（当該URLの立上げ
等）で受講者への利便性を図りたい。

教材のホームページ化について －どうすればドキュメントをＨＰ化できるか－

Webページ作成入門

＊主な対象
教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
今井慈郎（香川大学総合情報セ
ンター）
＊日時
8月4日（木）13:30～15:30
＊場所
生涯学習教育研究センター第1
講義室（研究交流棟6階）
＊受講定員
50名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

＊主な対象
Web教材を作成したい教員および
教員志望学生。画像を使ったWeb
ページを作成・管理する教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
立川明（高知大学総合教育セン
ター）
＊日時
9月15日（木）13:30～16:00
＊場所
高知大学共通教育棟3号館1階
310教室
＊受講定員
30名
＊主催
高知大学総合教育センター大学教育創造部門
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知大学学務部学務課
E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp

FD/SD

FD*/SD
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FD/SD プログラム（教職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－019

＊目標＊
１．Premiere Elementsの基本操作の習得
２．複数動画の編集操作の習得
３．wmv,mpeg,DVDへの動画像保存と再生

＊内容＊
１．はじめに
２．ソフトの起動
３．画面説明
　・プロジェクトウィンドウ
　・モニタウィンドウ
　・ランタイムウィンドウ

▼受講者の声
○授業で，例えば実験操作を映像にとって学
生に示すことに役立てようと思っている。
○初めて動画の取り込みを経験したので是非
講義に試してみたい。

▼参考資料

４．編集
　・ファイルの貼り付け
　・ファイルの確認
５．映像に変化をつける
　・エフェクトの挿入
６．録画したビデオの編集
　・タイトルの編集・保存
７．BGMの挿入
８．各種形式ファイル書き出し
９．DVDへの書き込み
10．ムービーの再生

Adobe Premiere Elementsを使った動画教材作成法
＊主な対象
動画の基本編集と各種形式ファ
イルへの書き出し，DVDへの
書き込み方法を知りたい教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
二神透（愛媛大学総合情報メ
ディアセンター）
＊日時
8月30日(火) 13:00～15:00
＊場所
総合情報メディアセンター第１演習室
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

FD/SD

プログラム番号 K－012

e-Learning事始め　－コンテンツ作成からLMS利用の第一歩－
＊主な対象
教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
林敏浩（香川大学総合情報セン
ター）
＊日時
8月23日（火）13:00～17:00
＊場所
生涯学習教育研究センター第1
講義室（研究交流棟6階）
＊受講定員
50名
＊主催
香川大学大学教育開発センター
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
香川大学教育・学生支援室修学支援グループ
E-mail：sokyoyot@jim.ao.
　　　　kagawa-u.ac.jp

FD/SD

▼準備物について
実際にe-Learningコンテンツ作成を行うため，以下の要件
を満たすノートPCを持参ください（実際に使用されている
ノートPCが良いと思います）。
・Windows XP以降のOSがインストールされていること。
・PowerPoint 2003以降がインストールされていること。
・無線LAN機能があること。
※無線LANの接続方法は講義内容に含みませんので事前
に接続方法を確認ください。

・ハードディスクに500MB以上の空き容量があること
※実際はもう少し小さくても構いませんが，目安として
お考えください。
さらに，音声付きのe-Learningコンテンツを作成します
ので，ノートPC接続に必要なマイクをご準備ください。
ノートPC内蔵のマイクでも結構です。
不明な点は講師の林（hayashi@eng.kagawa-u.ac.jp）
まで電子メールでお問い合わせください。

＊目標＊
e-Learningコンテンツの作成と公開が行え
るように，LMS(Learning Management 
System)であるMoodleの各種機能を理解
する。また，e-Learningコンテンツ作成の
ツールに対する理解を深める。

＊内容＊
LMS（Learning Management System
学習管理システム）であるMoodleを使っ
てどんなことができるか，パソコンを使用
しながら具体的に学んでいく体験型の講座
です。本講座は以下のようなストーリーに
沿って進めていきます。
STEP1: e-Leaning教材を作成しよう。
講義資料として作成しているパワーポイン
トファイルを元に，フリーのコンテンツ変
換ソフトを利用して，e-Leaningコンテン
ツを作成します。

STEP2: Moodle にログインしよう
Moodleにログインして，e-Learningコン
テンツをアップロードする前準備として，
講義のコースを開設します。
STEP3:ファイルをアップしよう
作成したe-LearningコンテンツをMoodle
にアップロードします。学生のモードでど
のようにe-Learningコンテンツが見えるの
か確認します。
STEP4:いろいろな機能を使ってみよう
小テストやレポート（課題）を設定してみ
ます。さらにはフォーラムなどの機能など
も利用してみます。

講座の最後に実際の講義での利用を想定し
て，講座参加者の方々とディスカッション
形式で質疑応答をしてLMSについて理解を
深めていく予定です。
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FD/SD プログラム（教職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－020

＊目標＊
１．プレゼンテーションと基本操作の習得
２．図形・写真・表やグラフの作成・挿入
３．動画の挿入・ハイパーリンクの活用
４．各種アニメーションの設定と実行

＊内容＊
１．基本操作編
　・効果的なプレゼンとは
　・Power Point2010の基本
　・スライド作成の基本
２．図形・写真・表やグラフの作成・挿入
　・図形を描こう
　・写真の加工
　・表を作成しよう
　・グラフを作成しよう
　・パワーポイントへの挿入

▼受講者の声
○今まで適当に使っていた機能の効率的な使
い方が良く分かった。
○基本的なものから，とても分かりやすく学
べてよかったです。

▼参考資料

３．動画の挿入・ハイパーリンクの活用
　・ハイパーリンクとは
　・動画の挿入
４．最終調整，資料準備編
　・スライドのデザイン
　・スライドショーの設定
　・配布資料の作成
５．プレゼンテーション実行編
　・スライドショー
　・動作設定ボタンの利用
　・アニメーション

パワーポイント2010基本技・便利技
＊主な対象
パワーポイントの基本から，図形・
写真・グラフ・動画の挿入・アニメー
ションについて学びたい方
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
二神透（愛媛大学総合情報メ
ディアセンター）
＊日時
9月2日(金) 13:00～15:00
＊場所
総合情報メディアセンター演習室１
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

FD/SD

プログラム番号 Ⅰ－021

＊目標＊
１．国内外の大学の「学びの場」の事
例を通して，多様な学習環境があ
ることを理解する。

２．目的に応じて学習環境をデザイン
することができる。

３．持続的に学習環境を改善していく
ための方法を提案することができ
る。

※本講座では，「ヒト（組織）」「コト（活動）」
「モノ（道具）」という３つの観点から「教室」
をデザインする方法を学びます。講義に特
化した従来の教室では満足できない先生方，
教室の設置・維持管理に携わる職員の方の
参加をお待ちしています。学ぶ意欲が湧い
てくる「教室」のカタチを，一緒に考えて
みませんか？

▼参考資料

＊内容＊
１．「教室」とは？
　　・教室＝講義室？
２．愛媛大学における学習空間づくり
の事例

　　・愛大ミューズラウンジ
　　・アクティブ・ラーニングスペース
３．マギル大学における学習空間づく
りの事例

　　・教室改善プロジェクト
４．〈ワーク〉「教室」をデザインしよう！

心理学から見た教室デザイン―学びを促す学習空間づくり―
＊主な対象
学習環境の改善に関心がある教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
城間祥子（愛媛大学教育企画室），
高橋麻衣（愛媛大学研究支援部
研究支援課）
＊日時
９月13日（火）15：30～17：30
＊場所
愛大ミューズ1階アクティブ・ラーニングスペース2
＊受講定員
30名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.ac.jp

FD/SD
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FD/SD プログラム（教職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－022

＊目標＊
　教員及び事務系職員の管理的立場にある者に対し，不調者の早期発見・早期対
処方法等についての基礎知識を習得させることにより，学生・教職員の心の健康
保持増進を図る。

＊内容＊
（案）メンタルヘルスへの対応について

メンタルヘルス研修
＊主な対象
教員及び課長補佐以上の職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
外部講師
＊日時
５月下旬
＊場所
愛媛大学会議室
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学総務部人事課
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学総務部人事課
E-mail： jinshoku@stu.
　　　　ehime-u.ac.jp

FD/SD

プログラム番号 Ⅰ－023

＊目標＊
　学生及び教職員に対し，人権問題についての正しい認識を養うとともに，人権
侵害を防止し，より一層快適な教育環境及び職場環境を整えることを目的とする。

＊内容＊
（案）ハラスメントの予防－セクハラ・パワハラのない大学のために－

人権啓発研修
＊主な対象
教職員，学生（注）
＊対象校
SPOD全加盟校（注）ただし，
学生は愛媛大学のみ

＊目標
右記参照
＊講師
外部講師
＊日時
12月中旬
＊場所
愛媛大学会議室
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学総務部人事課
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学総務部人事課
E-mail： jinshoku@stu.
　　　　ehime-u.ac.jp

FD/SD
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FD/SD プログラム（教職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－024

＊目標＊
１．高等教育機関の職員として求められる安全衛生についての素養を習得するこ
とができる
２．他機関と課題を共有し意見交換することによって，自機関の安全衛生に係る
課題解決が推進される。

＊内容＊
１．安全衛生の基礎知識
２．高等教育機関の安全衛生の動向について
３．愛媛大学の取り組み紹介
４．グループワークによる課題提起及び意見交換

高等教育機関における安全衛生
＊主な対象
教職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
浜井盟子（愛媛大学医学部安全
衛生管理室），愛媛大学職員他
＊日時
９月中
＊場所
未定（愛媛大学内を予定）
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学総務部人事課
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
愛媛大学総務部人事課
E-mail： jinshoku@stu.
            ehime-u.ac.jp

FD/SD
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FDer 養成プログラム（ファカルティ・ディベロッパー対象）

プログラム番号 T－004

＊目標＊
　この研修は一泊二日の合宿形式で行い，各大学でＦＤを企画・実施する立場に
あるＦＤリーダーを養成するものである。ＦＤ担当者として次の三つの目標を達
成することを目指している。
１．ＦＤ活動の理念と活動計画を理解し，独自のＦＤプログラムを開発する。
２．ＦＤリーダーとして活動できる能力と資質を体得する。
３．ＦＤリーダー間の仲間づくり，ＦＤネットワークづくりをする。

＊内容＊

①オリエンテーション
　（研修のねらいと進め方）
②アイスブレーク
③ＦＤ活動の理解
　・ＦＤとは何か？
　・徳島大学全学ＦＤ推進プログラムの理解
④ＦＤファシリテーターの役割とＦＤ実践
　・ＦＤファシリテーターとは？
　・各部局ＦＤの紹介とその視点
⑤各部局ＦＤの課題把握（ワーク）
⑥ＦＤプログラムの企画・立案（ワーク）
〈夜〉交流会

①プログラム評価の仕方（講義・ワーク）
②ＦＤプログラムの仕上げ（ワーク）
③ＦＤプログラムの発表と相互交流
④研修のまとめ（感想・アンケート）

（備考）
※ワークの部分は，グループでのワークを中心に実施していきます。
※二日間通しの参加となります。一日だけの参加はできません。
※徳島大学～会場間の移動は，往復借り上げバスとなります。

2日目

1日目

▼受講者の声（2010年度FDファシリテーター養成研修アンケートより）
○アイスブレークで心が開放された。
○他大学，他学部の先生方との交流で様々な
問題を共有できた。
○ＦＤへの理解が深まった。
○必要なＦＤプログラムを作成することがで
きた。

▼研修風景（2010年度FDファシリテーター養成研修より）

▼参考資料

ＦＤファシリテーター（FD担当者）養成研修〈東四国対象〉
＊主な対象
各学部においてＦＤを担当する
教員

＊対象校
SPOD加盟校
（東四国：香川県，徳島県内）

＊目標
右記参照
＊講師
川野卓二，宮田政徳，香川順子，
吉田博（徳島大学大学開放実践
センター）

＊日時
6月25日（土）～26日（日）
＊場所
独立行政法人国立青少年教育振
興機構「国立淡路青少年交流の
家」（兵庫県南あわじ市）
＊受講定員
30名
（開催場所の収容定員による）

＊主催
徳島大学　大学教育委員会・Ｆ
Ｄ専門委員会
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
徳島大学・大学開放実践センター
E-mail：t-spod@cue.
　　　　tokushima-u.ac.jp

FDer

ＦＤ担当者必携マニュアル
第１巻「ＦＤプログラムの開発・
実施・評価」
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FDer 養成プログラム（ファカルティ・ディベロッパー対象）

プログラム番号 Ⅰ－025

＊二日間通しの参加となります。一日だけの参加はできません。
＊内容については，参加者のニーズにより変更することがあります。

▼参考資料
『FD担当者必携マニュアル第１巻』（参加者には当日無料で配布されます）

＊目標＊
各学部でFDを企画・実施する立場にあるFDファシリテーター（学部FD担当者）
に求められる知識・技能・態度を育成することを目的とし，以下の目標を設定し
ています。
１．日本におけるFDの定義と歴史を説明できる。
２．FD担当者に求められる業務を説明できる。
３．所属組織のFDニーズを説明できる。
４．成人学習者の特質を説明できる。
５．様々なFD手法の中から，所属組織に見合ったものを選択できる。
６．所属組織のFDニーズに対応したFDプログラムを開発することができる。
７．所属組織のFDを評価する適切な方法を定めることができる。
８．他組織のFDの現状について説明できる。

＊内容＊

アイスブレーキング
１．FDの定義と歴史
　・FDの定義
　・FDの歴史と課題
　・FDを普及させた要因
２．FDの種類と問題点
　・能力開発の種類
　・FDの種類
　・従来のFDの問題点
３．FDの体系化
４．FD担当者の業務
　・FD担当者に求められる役割
　・FD実施組織の機能
５．FD参加者の動機
６．課題の提示

１．ニーズ把握の意義
２．ニーズ把握の方法
３．プログラム作成の流れ
４．成人学習者の特徴
５．目的と目標の設定
６．評価方法の設定
７．研修技法の選定
８．研修日程と会場の選定
振り返り

1日目　「FD概論」 2日目　「プログラムの立案と実施」

▼受講者の声
○具体的なプログラムを作成できたので実施できそうです。また，他大学・教員
のとりくみを知ることができよかったです。
○しなければならないから…という理由で，毎年同じようなFDを企画してきたが，
今回受講して，まず本学のFDの定義を明確にし，教職員のニーズにあったFD
を企画するべきだと思いました。目的・目標を設定した上で，できるだけ自学
で講師を調達した意味のあるFDが企画できる気がしてきました。
○ターゲットの絞り込みによりプログラムが柔軟に組めることが，他グループ発
表でよくわかりました。

ＦＤファシリテーター（FD担当者）養成研修〈西四国対象〉
＊主な対象
全学・各学部・学科等において
FDを担当して2年未満の教職
員（学部FD委員など）
（全学のFDを2年以上担当され
ている方は，より応用的な内容
を学ぶ，ファカルティ・ディベ
ロッパー養成講座への参加も可
能です（54ページ参照）。内容
の違い等については愛媛大学教
育企画室にお問い合わせくださ
い。）
＊対象校
SPOD加盟校（西四国：愛媛県，
高知県）

＊目標
右記参照
＊講師
小林直人，佐藤浩章，城間祥子，
大竹奈津子(愛媛大学教育企画
室)
＊日時
10月８日（土）～９日（日）
＊場所
愛媛大学愛大ミューズ１階アク
ティブ・ラーニングスペース２

＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊共催
日本高等教育開発協会（JAED）
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教
育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.
　　　　ac.jp

FDer
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FDer 養成プログラム（ファカルティ・ディベロッパー対象）

プログラム番号 Ⅰ－026

ファカルティ・ディベロッパー養成研修
＊主な対象
全学において2年以上FDを担
当している教職員（全学FD委
員，大学教育センター等教職員
など）
（FDを担当して2年未満の教職
員の方は，より基礎的な内容を
学ぶ，FDファシリテーター養
成講座への参加を推奨します
（53ページ参照）。学部等に所
属している方も参加可能な場合
があります。愛媛大学教育企画
室にお問い合わせください。）

＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
小林直人，佐藤浩章，秦敬治，
山田剛史，城間祥子，大竹奈津
子（愛媛大学教育企画室）
＊日時
11月11日（金）～13日（日）

＊場所
キャンパス・イノベーションセ
ンター（東京・田町）
＊受講定員
40名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点）
＊共催
日本高等教育開発協会（JAED）
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教
育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.
　　　　ac.jp

FDer

＊目標＊
　全学でFDを企画・実施する立場にあるファカルティ・ディベロッパー（FDer）
に求められる知識・技能・態度を育成することを目的とし，以下の目標を設定し
ています。
１．自らのFD活動を振り返り，強みと課題を抽出することができる。
２．他者からの助言を踏まえて，自らのFD活動の課題の解決策を見出すことがで
きる。
３．ミクロ・レベルFDの優良事例を自らのFD活動に応用できる。
４．ミドル・レベルFDの優良事例を自らのFD活動に応用できる。
５．マクロ・レベルFDの優良事例を自らのFD活動に応用できる。

＊内容＊

（備考）
※３日間通しの参加となります。
※内容については，参加者のニーズにより変更することがあります。

詳しい内容については，
ＳＰＯＤホームページ（http://www.spod.ehime-u.ac.jp/）でご確認下さい。

「FD活動の振り返りによる現状分析とFDに関する政策動向」
・FDマップとFD活動分析シートを活用した振り返り
・課題解決のためのグループ・ディスカッション

1日目　13:00～17:00

「自大学でFDを実践するためのワークショップ」
・ワークショップ１：公開授業と授業コンサルテーションの技法
　　　　　　　　　　（ミクロ・レベルのFD）
・ワークショップ２：３つのポリシー策定とカリキュラム評価
　　　　　　　　　　（ミドル・レベルのFD）

2日目　9:00～17:00

「自大学でFDを実践するためのワークショップ」
・ワークショップ１・２の報告
・ワークショップ３：管理職のFDプログラム開発（マクロ・レベルFD）
・振り返りとアクションプランの発表

3日目　9:00～12:30
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SD プログラム（職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－028

＊内容＊
大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅠ）のうち，５つの
研修科目を実施する。（原則として全部受講とするが，部分受講も可。）

大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅠ）
＊主な対象
係員相当級の職員
＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校
＊目標
・高等教育機関の職員として一
般的に求められている広汎な素
養を習得することができる

＊講師
外部講師，ＳＰＯＤ内講師
＊日時
10月２泊３日
＊場所
愛媛大学会議室
＊受講定員
各30名
＊主催
愛媛大学（教職員能力開発拠
点），ＳＰＯＤ

＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学総務部人事課
E-mail：jinshoku@stu.
　　　　ehime-u.ac.jp

SD

■ビジネスマナー入門編
＊目標＊
・ビジネスマナーの基本を実践することができる
・一般的なビジネス文書を作成することができる
・議事録を作成することができる
・基本的な電話対応，接客対応を行うことができる
＊内容＊
・ビジネス文書とは　～基礎知識
・ビジネス文書作成時のポイント
・文書作成スキルを向上させるヒント
・議事録作成のポイント
・ビジネスマナーの基本
・来客応対・訪問のマナー
・電話応対
・「ホウ・レン・ソウ」の重要性

■コミュニケーション入門
＊目標＊
・傾聴することができる
・周囲の者と積極的に会話することができる
・上司，同僚に相談することができる
＊内容＊
・コミュニケーションのスタートライン
・職場のコミュニケーション～周囲の気持ちを理解する
・「聴く」スキル＝「傾聴力」のポイント
・「訊く」スキル＝「質問力」のポイント
・言いたいことをわかりやすく伝えるスキル
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SD プログラム（職員対象）

■プレゼンテーション入門
＊目標＊
・相手に分かりやすい資料を作成することができる
・相手に分かりやすい説明をすることができる
＊内容＊
・プレゼンテーションの基礎
・誰でも簡単にプレゼンテーションを成功させるコツ
・プレゼンテーション資料の作成
・分かりやすい話しの組み立て方
・分かりやすい話し方
・「ヒアリング」スキルとは？

■職員キャリア形成入門
＊内容＊
・自分のキャリアを話すことができる
・自分のキャリアプランニングを作成することができる
・自己管理を行うことができる
＊内容＊
・キャリアとは
・個人の特性を把握する
・これからを考える　～この２年，10年を主体的に生きる

■リーダーシップ入門
＊目標＊
・リーダーシップ（必要性，スタイル等）について述べることができる
・フォロアーシップ（必要性，手法等）について述べることができる
・自己の仕事レベルでリーダーシップを発揮することができる
・自己の仕事レベルでフォロアーシップを発揮することができる
＊内容＊
・リーダーシップとは
・リーダーシップを発揮するための仕事力
・リーダーシップを発揮するための人間力

▼受講者の声
○ビジネスマナーや，文書作成，プレゼンテーションなど，実務を想像しながら
受講することができ，明日から改善できる点がわかって良かった。
○他大学の人と交流する良い機会になり，また，社会人としての基礎を基本から
学ぶことができ，大変勉強になった。
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SD プログラム（職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－029

＊目標＊
・高等教育機関の職員として一般的に求められている広汎な素養を習得すること
ができる
＊内容＊
大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ）のうち，３つの
研修科目を実施する。（原則として全部受講とするが，部分受講も可。）

大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅡ）
＊主な対象
係長，主任相当級の職員
＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
外部講師，ＳＰＯＤ内講師
＊日時
９月中１泊２日
＊場所
愛媛大学会議室
＊受講定員
各30名
＊主催
愛媛大学（教職員能力開発拠
点），ＳＰＯＤ

＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学総務部人事課
E-mail：jinshoku@stu.
　　　　ehime-u.ac.jp

SD

■メンター入門
＊目標＊
・メンター，メンタリング（必要性，手法等）について述べることができる
・メンティーとの関係を構築することができる
・メンティーに仕事に関するメンタリングを行うことができる
・メンティーに人間的成長をもたらすことができる
・メンティーに自己省察を促すことができる
・部下の健康管理（メンタルヘルスも含む）に配慮することができる
＊内容＊
・メンターとは
・よいメンターになるために
・メンタリングのポイント～相談を受け入れる～
・メンターに必要なコミュニケーション力
・関係作りのコミュニケーション
・メンタルヘルスの重要性
・実践ケーススタディ～こんな時どうする？～

■ミーティング運営
＊目標＊
・会議の事前準備，時間管理等の重要性を説明することができる
・メンバーの意見を引き出す雰囲気をつくることができる
・議論の流れをコントロールすることができる
・意見の対立を処理することができる
・会議の目的に合わせて結論を出すことができる
＊内容＊
・ファシリテーションとは
・ファシリテーターに求められるスキル
・場を作るスキルのポイント
・議論をリードするスキル
・問題解決・合意形成スキル
・ファシリテーターの実践力～会議シュミレー
　ション～

■ＯＪＴ実践
＊目標＊
・ＯＪＴの意義について説明することができる
・コンピテンシー，コーチングについての概要を説明することができる
・コンピテンシーの創出を行うことができる
・コーチング技法を使うことができる
＊内容＊
・ＯＪＴとは
・ＯＪＴの進め方
・コーチングを用いたコミュニケーション
　スキル
・コーチング実践演習

▼受講者の声
○独学では難しい内容を丁寧に講義してもらえた。
○座学だけでなくワークがあったため，自分たちの気づきがあった。
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SD プログラム（職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－030

＊目標＊
・高等教育機関の職員として一般的に求められている広汎な素養を習得すること
ができる

＊内容＊
大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅢ）のうち，２つの
研修科目を実施する。（原則として全部受講とするが，部分受講も可。）

大学人，社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅢ）
＊主な対象
課長，課長補佐相当級の職員
＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
外部講師，ＳＰＯＤ内講師
＊日時
7月中１泊２日
＊場所
愛媛大学会議室
＊受講定員
各30名
＊主催
愛媛大学（教職員能力開発拠
点），ＳＰＯＤ

＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学総務部人事課
E-mail：jinshoku@stu.
　　　　ehime-u.ac.jp

SD

■高等教育経営
＊目標＊
・高等教育政策の背景や内容を述べることができる
・国内外の高等教育制度や実情を述べることができる
・学生を取り巻く諸問題や実態に応じた対応を行うことができる
・社会の高等教育機関へのニーズに応じた対応を行うことができる
・学校経営の中・長期計画に参画することができる
＊内容＊
詳しい内容については，問い合わせ先にお問い合わせください。
詳細は決まり次第，ＳＰＯＤホームページ（http://www.spod.ehime-u.
ac.jp/）に掲載しますので，ご参照ください

■メンター養成実践
＊目標＊
・メンター，メンタリングの定義を説明することができる
・メンティーとの良好な関係作りを指導することができる
・仕事に関するメンタリングの手法について指導することができる
・人間的成長をもたらすメンタリングの手法について指導することができる
・メンティーの自己省察を促す手法について指導することができる
＊内容＊
詳しい内容については，問い合わせ先にお問い合わせください。
詳細は決まり次第，ＳＰＯＤホームページ（http://www.spod.ehime-u.
ac.jp/）に掲載しますので，ご参照ください。

▼受講者の声
○他大学の方との交流や情報交換ができた。
○管理職に求められる能力及び知識の習得ができた。
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SD プログラム（職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－031

＊内容＊
学務系職員養成プログラム（レベルⅠ，主に学生支援）のうち，６つの研修科目
を実施する。（原則として全部受講とするが，部分受講も可。）

■学生支援概論
＊目標＊
・学生支援業務の概要を説明することができる。
・学生対応にかかる現状・問題点を説明することができる。
＊内容＊
・学生支援業務の現状とその問題点
・学生支援業務をするにあたって担当職員に必要なこと

■学生相談入門
＊目標＊
・学生生活実態に関する現状を説明することができる。
・学生からの相談，要望に対し適切な対応することができる。
＊内容＊
・学生の現状と主な相談内容
・学生相談を適切に行うためのコツ

■対学生コミュニケーション入門
＊目標＊
・学生が話した内容を的確に述べることができる。
・学生のお手本となる言動をとることができる。
＊内容＊
・学生と上手にコミュニケーションをとるために必要なこと
・窓口対応の基本

■学生危機管理対応入門
＊目標＊
・学生生活における危険性を説明することができる。
・事件，事故，災害発生時にマニュアルの沿った対応をすることができる。
＊内容＊
・学生生活に潜む危険性とその防止法
・学生危機管理の種類とその対応方法

■課外活動支援入門
＊目標＊
・課外活動に関する一連の手続きを説明することができる。
＊内容＊
・課外活動に関する手続き
・課外活動支援担当職員に必要なこと

■キャリア支援入門
＊目標＊
・キャリア教育の内容・必要性を説明することができる。
・インターンシップ制度の内容と効果を説明することができる。
＊内容＊
・学生へのキャリア教育の必要性
・インターンシップ制度が学生に与える効果

学務系職員養成プログラム（レベルⅠ－１）
＊主な対象
現在，学務系業務を担当してい
る係員相当級の職員
今後，学務系業務に携わる意欲
のある係員相当級の職員

＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校
＊目標
高等教育機関の学務系業務担当
職員として求められる専門的な
素養を習得することができる

＊講師
ＳＰＯＤ内講師
＊日時
７月中旬１泊２日
＊場所
愛媛大学会議室
＊受講定員
各30名
＊主催
ＳＰＯＤ，愛媛大学（教職員能
力開発拠点）

＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学教育企画課
E-mail：spod@stu.ehime-u.
　　　　ac.jp

SD
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SD プログラム（職員対象）

プログラム番号 T－005

＊内容＊
学務系職員養成プログラム（レベルⅠ，主に教務，入試）のうち，５つの研修科
目を実施する。（原則として全部受講とするが，部分受講も可。）

■高等教育基礎論
＊目標＊
・高等教育施策について説明することができる。
＊内容＊
・高等教育施策の現状と問題点
・教務担当職員に必要な高等教育施策の基礎知識

■ＦＤ概論
＊目標＊
・大学教育におけるＦＤの取り組みを説明することができる。
・職員がＦＤに関わる必要性を説明することができる。
＊内容＊
・ＦＤに関する取り組みの現状と問題点
・職員がＦＤに関わるためのコツ

■入試情報調査論
＊目標＊
・入試に関するニーズとデータを収集することができる。
・入試成績と入学後の成績等の情報を収集することができる。
＊内容＊
・入試・広報担当職員の基礎知識
・入試情報等の利活用

■教職協働入門
＊目標＊
・教員と日常的に情報交換を行うことができる。
・教員の要望に対して適切に対応することができる。
＊内容＊
・教職協働の必要性
・教務担当職員の教職協働の可能性

■危機管理入門
＊目標＊
・教務に関する危機管理マニュアルを説明することができる。
・教務に関する危機管理マニュアルにそって行動することができる。
＊内容＊
・教務事務に潜む危険性とその防止法
・教務関係危機管理の種類とその対処方法

学務系職員養成プログラム（レベルⅠ－２）
＊主な対象
現在，学務系業務を担当してい
る係員相当級の職員
今後，学務系業務に携わる意欲
のある係員相当級の職員

＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校
＊目標
高等教育機関の学務系業務担当
職員として求められる専門的な
素養を習得することができる

＊講師
ＳＰＯＤ内講師
＊日時
11月中旬１泊２日
＊場所
徳島大学会議室
＊受講定員
30名
＊主催
ＳＰＯＤ
＊協力校
徳島大学
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学教育企画課
E-mail：spod@stu.ehime-u.
　　　　ac.jp

SD
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SD プログラム（職員対象）

プログラム番号  K－013, Ⅰ－035, T－006, Y－010

＊目的＊
将来，事務職員がトップリーダー（経営者・管理者）として，大学等の経営を担
うために必要な技能（実践力）・知識（理論）・態度を段階的に養成する。

＊目標＊
【知識（理論）】
大学等の経営に必要となる
・高等教育に関する知識・理論（高等教育論，高等教育史，高等教育政策・行政，
教育関係法，教育財政）を応用することができる。
・経営管理・戦略，財政管理・戦略，危機管理に関する知識・理論を応用するこ
とができる。
・リーダーシップに関する知識・理論を応用することができる。
【技能（実践力）】
上記の知識を利用して，大学等の大局的な運営に必要となる，
・情報収集・分析を行うことができる。
・企画策定・提案を行うことができる。
・判断を行うことができる。
・折衝・調整を行うことができる。
・後継者育成を行うことができる。
【態度】
・学生を中心とした教育活動に積極的に働きかけることができる。
・立場の違う構成員と協力して働くことができる。
・地域や高等教育界のニーズに応えることができる。
・リーダーとしてふさわしい言動をとることができる。

＊内容＊
１年目
第１回 １日目
 　・オリエンテーション
 　・アイスブレイク
 　・高等教育論
 　※オリエンテーションの前に個人面談を行う。
 ２日目
 　・高等教育史
 　・自大学プレゼンテーションⅠ
 ３日目
 　・リーダーシップ論＆実践Ⅰ
第２回 １日目
 　・高等教育政策・行政論
 　・トップリーダーとの対談Ⅰ
 ２日目
 　・対談の内容・企画の振り返りⅠ
 　・教育関係法
 　・レクリエーション実践Ⅰ
 ３日目
 　・教育財政管理・戦略論
 　・トップリーダー能力分析演習　演習テーマ決定
第３回 １日目
 　・経営管理・戦略

次世代リーダー養成プログラム
＊主な対象
　以下の条件を満たす者。
・40歳以下を原則とする。
・各機関の長が推薦する者。
・SPOD加盟校の職員。
・次世代リーダー養成研修受講
希望者は，スタッフ・ポート
フォリオを作成し，受講申し
込み時に提出すること。

・専門職養成プログラム（共通
教育・専門教育）のレベルⅡ
を修了した者，または，それ
と同等の能力があると認めら
れた者。

＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
外部講師，ＳＰＯＤ内講師
＊日時
第1回6月9日(木)～11日(土)
第2回8月4日(木)～6日(土)
第3回11月24日(木)～26日(土)
第4回1月19日（木）～21日（土）
＊場所
第1回（香川　高松テルサ）
第2回（愛媛大学　聖カタリナ大学）
第3回（徳島大学）
第4回（高知大学）
＊受講定員
15名
＊主催
ＳＰＯＤ
＊協力校
高知大学
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学総務部人事課
E-mail：jinshoku@stu.
　　　　ehime-u.ac.jp

SD

１年目
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SD プログラム（職員対象）

＊修了要件＊
・全日程の９割以上出席。
・全ての課題（レポート，プレゼンテーション，ディスカッション，実践等）を
こなし，合格すること。
・最終口頭試問で合格すること。
・修了後は，SPODのSD講師に登録すること。

 　・教職協働演習Ⅰ
 ２日目
 　・大学の構成員等を巻き込んだプロジェクトの構築（チーム作業）
 ３日目
 　・チームの成果発表＆批評Ⅰ
 　・トップリーダー能力分析演習質疑応答
第４回 １日目～３日目
 　・トップリーダー能力分析演習発表

２年目
第５回 １日目
 　・メンタリング実践Ⅰ（一年目の受講生に対して）
 　・危機管理論＆実践
 ２日目
 　・修了プロジェクトテーマ決定・計画策定
 　・自大学プレゼンテーションⅡ（一年目の受講生の批評）
 ３日目
 　・教職協働演習Ⅱ（「教職協働演習」プログラム開発)
 　・ピア・コーチング
 　・フォローアッププログラム開発
第６回 １日目
 　・修了プロジェクト中間発表
 　・トップリーダーとの対談Ⅱ
 ２日目
 　・対談の内容・企画の振り返りⅡ
 　・リーダーシップ論＆実践Ⅱ
 　・レクリエーション実践Ⅱ
 ３日目
 　・フォローアッププログラム
第７回 １日目
 　・SD論
 　・教職協働演習Ⅲ
 ２日目
 　・メンタリング実践Ⅱ（一年目受講生に対して)
 　・SDプログラム構築実践（次世代リーダー養成プログラム改善)
 ３日目
 　・チームの成果発表＆批評Ⅱ（一年目の受講生の批評)
 　・修了プロジェクト演習
第８回 １日目
 　・トップリーダー能力分析演習批評（一年目の受講生の批評)
 ２日目
 　・修了プロジェクト発表・最終口頭試問
 ３日目
 　・修了式

２年目
▼受講者の声

○大学改革や高等教育について知ることができ，プレゼンテーションや文章力な
ど日常では身につかないスキルも身につけることができた。
○ポートフォリオ作成を通じて，今後の自分の方向性を明確にできた。
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研修プログラムガイド64

プログラム番号 Ⅰ－027

＊目的＊
高等教育界をリードする大学等のトップリーダー（経営者・管理者）として，大
学等の経営管理を担うために必要な情報を収集し，トップリーダーとしての能力
を高めることを目的とする。

＊内容＊
下記のプログラムの中から，希望するプログラムを選択し，受講する。

プログラム
⑴ 教育論・高等教育論
⑵ 高等教育史
⑶ 教育法規
⑷ 高等教育政策・行政
⑸ 高等教育財政
⑹ 経営管理
⑺ 財務管理
⑻ 危機管理
⑼ 教育研究の水準向上
⑽ 地域・諸外国との連携や貢献
⑾ リーダーシップ論
⑿ 学生支援論
※特定非営利活動法人大学職員サポートセンターが行っているプログラムを参考

高等教育トップリーダーセミナー
＊主な対象
大学，短期大学及び高等専門学
校の学長，校長，理事，副学長，
事務局長，部長クラス

＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
外部講師，ＳＰＯＤ内講師
＊日時
定期的に開催
＊場所
未定
＊受講定員
未定
＊主催
ＳＰＯＤ
＊協力校
香川大学
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学総務部人事課
E-mail：jinshoku@stu.
　　　　ehime-u.ac.jp

SD
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プログラム番号 Y－011

＊目標＊
職員の職能向上の第一歩として，大学職員としての「企画力」とはどのようなも
のであるかを理解し，企画力を身に付けるためのトレーニングを実際にしてみる。

＊内容＊
大学職員としての企画力を身に付けるためのトレーニングを実施するなど，企画
力を身に付ける手法について学習する。

大学職員のための企画力養成講座
＊主な対象
職員（採用後２年未満）
＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
秦敬治（愛媛大学教育企画室）

＊日時
９月９日（金）
＊場所
高知大学総合研究棟2階
会議室１
＊受講定員
30名
＊主催
高知大学人事課，ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知大学総務部人事課SD担当
E-mail：y-spod@kochi-u.
　　　　ac.jp

SD

プログラム番号 Y－013

＊目標＊
（１）問題発見手法を実践するできる
（２）多くの情報をグループ化することができる
（３）問題解決提案を行うことができる
（４）企画を効果的にプレゼンテーションすることができる

＊内容＊
大学職員に必要な能力として「問題発見・解決能力」がよく取り上げられている。
このプログラムは，大学改革，業務改善を行っていく上での，「問題発見・解決能力」
と「企画提案力」の手法を学ぶものである。研修のための研修ではなく，このプ
ログラムで身につけた手法や企画書を実際に大学に持ち帰り，上司や大学に提案
できるよう，実践に即したスタイルで行う。大学や今の業務に疑問や改善点を持っ
ている職員はもちろん，どうやって見つけたらよいか，提案したら良いのか分か
らない職員も遠慮なく参加ください。

大学職員のための企画力養成講座
＊主な対象
職員
＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
秦敬治（愛媛大学教育企画室）
＊日時
7月22日（金）
＊場所
高知工科大学
＊受講定員
50名
＊主催
高知工科大学，ＳＰＯＤ
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
高知工科大学人事部
E-mail：personnel@ml.
　　　　kochi-tech.ac.jp

SD
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プログラム番号 T－008

＊目標＊
SPODにおけるSDプログラム開発手法を説明できる

＊内容＊
１．SDプログラム開発事業の概要について
２．各大学・短大・高専の事務職員を取り巻く現状・問題点について
　　①問題点抽出
　　②問題点をカテゴリー別に分類（ミニグループワーク）
３．各大学・短大・高専が求める職員像（資質と能力）について
　　①先に挙げられた問題を解決するために大学職員に必要な能力抽出
　　②能力をカテゴリー別に分類（ミニグループワーク）
４．グループワークのまとめ・発表
５．今後のSDプログラムの進め方

▼準備物について　筆記用具

SDプログラム開発手法
＊主な対象
職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
米澤愼二（愛媛大学教育学生支
援部教育企画課）
＊日時
９月中旬　13：30～15：00
＊場所
四国大学　本館（4階　大会議室）
＊受講定員
40名
＊主催
四国大学事務運営懇話会，四国
大学総務課，SPOD
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
四国大学総務部総務課
E-mail：soumu@shikoku-u.
　　　　ac.jp

SD

プログラム番号 Ⅰ－036

＊目標＊
1．問題発見手法を実践するできる
2．多くの情報をグループ化することができる
3．問題解決提案を行うことができる
4．企画を効果的にプレゼンテーションすることができる

＊内容＊
大学職員に必要な能力として「問題発見・解決能力」がよく取り上げられています。
このプログラムは，大学改革，業務改善を行っていく上での，「問題発見・解決能
力」と「企画提案力」の手法を学ぶものです。研修のための研修ではなく，この
プログラムで身につけた手法や企画書を実際に大学に持ち帰り，上司や大学に提
案できるよう，実践に即したスタイルで行います。大学や今の業務に疑問や改善
点を持たれている職員の方はもちろん，どうやって見つけたらよいか，提案した
ら良いのか分からない職員の方もどうか遠慮なく参加ください。

大学職員のための企画力養成講座
＊主な対象
職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
秦敬治（愛媛大学教育企画室）
＊日時
8月30日（火）14:00～17:00
＊場所
聖カタリナ大学　第１会議室
＊受講定員
50名
＊主催
聖カタリナ大学，聖カタリナ大
学短期大学部，SPOD
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
聖カタリナ大学・聖カタリナ大
学短期大学部学生部教務課
E-mail：kyoumuka@
　　　　catherine.ac.jp

SD
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SD プログラム（職員対象）

プログラム番号 Ⅰ－032

＊目標＊
・SPOD-SD講師としての心構えを持つことができる
・研修プログラムをデザインすることができる
・研修技法を述べることができる

＊内容＊
・研修講師の役割と心構え
・研修プログラムデザイン
・レッスンプラン作成
・インストラクションの技術
・研修技法
・インストラクション演習

▼受講者の声
○講師として人前に立つ際のポイントテクニックがわかった。さらにスキルアッ
プして，講師として活躍できるようになればと思う。
○一見速効性のない研修という印象を持ったが，実際には社会人，中堅職員とし
て非常に役立つ内容だったと思う。

講師養成研修
＊主な対象
将来 SPOD-SD 講師になる意
欲のある職員
＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
右記参照
＊講師
外部講師，SPOD内講師
＊日時
6月上旬　2泊3日
＊場所
愛媛大学会議室
＊受講定員
30名
＊主催
愛媛大学（教職員能力開発拠
点），SPOD

＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学総務部人事課
E-mail：jinshoku@stu.
　　　　ehime-u.ac.jp

SD
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プレ FDプログラム（大学院生対象）

プログラム番号 Ⅰ－033

＊内容＊

１．オリエンテーション ・研修の目的・目標の確認
 ・スタッフの紹介とお願い
２．アイスブレーキング ・自己紹介
 ・グループワーク
３．グループワークⅠ 「学びを促す授業と学びを妨げる授業」
４．講義Ⅰ 「セミナーの作り方」
 ・教え方の基本
５．グループワークⅡ 「授業開発Ⅰ」
 ・目標設定
 ・授業プラン作成
６．講義Ⅱ 「成人学習論」
 ・動機づけ
７．講義Ⅲ 「メンタリングの基本」
 ・ メンタリングの基礎知識
 ・メンタリングのコツ
８．グループワークⅢ 「授業開発Ⅱ」
 ・授業プラン作成
９．グループワークⅣ 「授業開発Ⅲ」
 ・授業プラン作成
10．グループワークⅤ 「授業開発Ⅳ」
 ・授業プラン作成

11．講義Ⅲ 「効果的なプレゼンテーション方法」
 ・論理的に話すコツ
 ・魅せるプレゼンの方法
12．グループワークⅥ 「授業開発Ⅴ」
 ・授業プラン作成
13．グループ発表 「授業プランのプレゼン」
 ・授業プラン紹介
 ・他グループからのコメント　
 ・討議・検討
14．閉会式・振り返り

※宿泊研修です。
※二日間通しの参加となります。一日だけの参加はできません。
※内容については，参加者の方のニーズにより変更することがあります。

2日目

1日目

▼参加者の声
○研究発表の時，授業の時など，私生活でも，フレームを持って人に伝えるべきことを正確に伝
える必要があるときに有効な知識やスキルが学べた。

○教える仕事に関する不安が少し解消され，どう指導すればいいか，考えるのが楽しみになりま
した。

○同じ院生同士で，なおかつ分野や大学の異なる方との交流ができたので，貴重だと思うし，本
当に楽しく取り組むことができた。

○授業プランを提出し，その後何度も改善点を指摘していただき，ありがとうございました。そ
の視点で見ることによって，はじめて自分たちが満足できるプラン作りができたと思います。
初心者である自分たちを導いてくれて感謝しています。

○内容が実践的だった。
○サークルの後輩がよく自分のところへ相談に来るのでメンタリングはすぐに実践できると思っ
た。

教える仕事に就きたい大学院生のためのワークショップ
＊主な対象
将来，初等・中等教育や高等教
育機関等で教える仕事に就きた
い大学院生

＊対象校
SPOD全加盟校
＊目標
１．教え方の基本について説明
ができるようになる。

２．大人の学習の動機づけにつ
いて説明できるようになる。

３．自分の考えや知識を適切に
伝えることができるようにな
る。

４．メンタリングの基本につい
て説明ができるようになる。

＊講師
城間祥子，大竹奈津子（愛媛大学
教育企画室）
吉田博（徳島大学大学開放実践
センター）
山内一祥（佐賀大学高等教育開
発センター）
＊日時
9月17日（土）～18日（日）
＊場所
愛媛大学内
＊受講定員
30名
＊主催
愛媛大学教育・学生支援機構教育
企画室（教職員能力開発拠点），
ＳＰＯＤ
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学教育・学生支援機構教
育企画室
E-mail： info@iec.ehime-u.
　　　　 ac.jp

プレFD
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総合プログラム

＊主な対象
教職員，学生，一般市民
＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校
＊目標
特色ある授業実践・授業改善例
やＦＤ・ＳＤの実践例を発表し，
情報を共有し，教育改善に生か
す。
＊発表者
教職員，学生
＊日時
年度末（１月～３月の間の１日
を予定しているが，詳細は未定）
＊場所
徳島大学　大学開放実践セン
ター１階講義室等
＊受講定員
特になし
＊主催
徳島大学　大学教育委員会・Ｆ
Ｄ専門委員会
＊〆切
開講日2週間前，先着順
＊申込先・問合先
徳島大学・大学開放実践セン
ター
E-mail：t-spod@cue.
　　　　tokushima-u.ac.jp

プログラム番号 T－007

＊内容＊
・特色ある授業実践例や授業改善例の発表と意見交換
・ＦＤ・ＳＤ実践例の発表と意見交換
・ワークショップによる模擬授業
・ラウンドテーブルによる課題の共有と意見交換
・教育・ＦＤ・ＳＤに関する特別講演

○開催概要
・１年間の教育活動を総括する場で，四国の高等教育機関で行なわれている教育
実践の先駆的な取り組みを共有し，大学教育の質的向上に向けた努力の成果を
確認することを目的に開催する。
・各プログラムでは，各大学・部局における特色ある授業実践例や授業改善例な
どの報告・討議が行われ，その場で担当者と質疑応答ができ，より詳しい情報
収集をすることができる。
・発表の形式には，「口頭発表」「ポスター発表」「ワークショップ」および「ラウ
ンドテーブル」がある。2010年度も各学部から発表があり，口頭発表は18件，
ポスター発表は13件であった。そのなかで徳島大学外からの発表が２件あった。
また，「ＦＤの効果検証について」と題した特別講演，および「徳島県下の大学
教育連携に期待するもの及び今後の連携の方向性」のテーマでラウンドテーブ
ルが行われた。このように，１日を通してさまざまな形態のプログラムが実施
され，高等教育に関する情報交換が行われる。
○研究発表について（2011年度）
・発表者は，常勤・非常勤を問わず，ＳＰＯＤ加盟校の教職員・学生・院生から
募集する。
・発表内容：全学共通(教養)教育，学部専門教育，大学院教育，公開講座等の授
業に関わるもの，また，職員や学生の能力開発に関わるものであること。教育
改善・授業改善や，職能開発に関する実践報告にとどまらず，実践成果の評価
の分析，および考察を含む発表を歓迎する。

▼受講者の声
○講演の内容が非常に具体的でよかった。
○特別講演がとてもためになった。
○教育を学問的に考える機会になった。
○個自分の学んでいる分野以外の研究が多く難しかったが，ポスターの内容など
は，面白かった。

▼準備物
特になし。当日，発表抄録の配布あり。

大学教育カンファレンスin徳島 FD*/SD

【研修風景】（特別講演：2010年度大学教育カンファレンスin徳島より）
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総合プログラム

＊主な対象
愛媛大学の教育内容・方法の改
善について興味を持っている教
職員，学生等
＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校

＊目標
ポスターセッションでの質疑応
答や講演の傍聴を通じ，現在，
愛媛大学で進めている教育内
容・方法の改善に関する取組に
ついて理解を深める。

＊講師
愛媛大学教員（愛大ＧＰ取組担
当者）
＊日時
１月～３月（詳細未定）

＊場所
愛媛大学城北キャンパス

＊受講定員
特になし。入場自由。
＊主催
愛媛大学教育改革諮問委員会
＊〆切
要問い合わせ
＊申込先・問合先
愛媛大学教育企画課
E-mail：spod@stu.ehime-u.
　　　　ac.jp

プログラム番号 Ⅰ－034

＊内容＊
愛媛大学では，平成１８年度から，学内での優れた教育取組に支援を行う「教育
改革促進事業」（愛媛大学ＧＰ）を行っており，採択取組の進捗状況と成果につい
て情報発信することを目的に，毎年「教育改革シンポジウム」を開催しています。
主に，採択取組のポスターセッションと講演を中心に行っており，特にポスター
セッションでは，その場での質疑応答を通じて，取組担当者の生の声をきくこと
ができます。

▼受講者の声
○個の学びから集団での学びを促進することの大切さを学ぶことが出来た。
○実践に生かせる講義で全てが参考になった。
○沢山のヒントをいただいた。授業のコントロール法（最初にルールを決める，ディ
スカッションを止める方法等々），ポートフォリオでの学生へのコメントの返し
方の表など，すぐに使える方法が実に沢山で書ききれないほど習得できた。

▼参考：愛媛大学ＧＰとは
　愛媛大学における優れた教育改革の取組を取り上げ，教育経費の重点配分を行
い，教育の高度化・活性化を図る事業。学士課程及び大学院課程における組織基
盤的な教育改革プログラムや組織横断的な教員グループによる創生的な教育開発
プロジェクトを学内から公募。事業期間は２年間で，毎年１２件程度の取組を採
択。採択された取組の中には，さらに内容を発展させ，文部科学省のＧＰに応募，
採択された例もある。

▼参考資料

愛媛大学教育改革シンポジウム FD*/SD
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総合プログラム

【ＳＰＯＤフォーラムの特徴】

特徴１．多彩な講師陣
　先進的な教育改革で知られる大学のトップリーダー，各大学のＦＤやＳＤの
第一線で活躍する教職員やディベロッパー，職場の人材育成・能力開発分野で
活躍するプロフェッショナルなど，多彩かつ魅力的な講師陣をそろえます。

特徴２．職場で使える実践型プログラム
　講師と受講者の間でのインタラクティブなワークショップ形式のプログラム
を数多く開講します。参加者には，意見を出し合い知を共同で作り上げること
が求められると同時に，職場ですぐに使える実践的なノウハウを持ち帰ること
ができます。

特徴３．ＳＤプログラムも多数開講
　ＳＰＯＤでは，ＦＤ同様にＳＤ（職員の能力開発）に力を入れており，他で
は体験できないプログラムを数多く開講します。

ＳＰＯＤフォーラムは…
大学等の教職員が自らの能力開発のために役立つ，多種多様で質の高いFD／SD
プログラム，ならびに組織を超えた持続的な相互交流・関係づくりの場を提供します。

【SPODフォーラム２０１１の特徴】

特徴１．専門分野別，高等専門学校対象プログラムの実施
　医療系プログラムや高等専門学校を対象にしたプログラム等，幅広いニーズ
に対応したプログラム構成となっております。

特徴２．ポートフォリオプログラムの充実
　ティーチング・ポートフォリオ（TP）及びスタッフ・ポートフォリオ（SP）
プログラムに加え，SPODフォーラム２０１１より新たに「ラーニング・ポー
トフォリオ」「TP更新ワークショップ」を実施し，より充実したポートフォリ
オプログラムとなっております。

特徴３．SPOD-SDプログラムの実施
　昨年より引き続き，多種多様で実践的なSDプログラムを実施する予定です。
SPOD-SDプログラムに興味のある方は是非ご参加ください。

最新情報は，WEBで随時更新していきますので，ご確認ください
（昨年同様，WEB上のみでの申込みを予定）
http//www.spod.ehime-u.ac.jp/

SPODフォーラム2011
＊主な対象
教育改善に関心のある教職員

＊対象校
ＳＰＯＤ全加盟校

＊日時
８月23日（火）～26日（金）

＊場所
愛媛大学城北キャンパス愛大
ミューズなど

＊主催
ＳＰＯＤ

＊問い合わせ先
四国地区大学教職員能力開発
ネットワーク事務局（愛媛大学
教育学生支援部教育企画課）
TEL　089-927-9154
Ｅ-mail：spod@stu.
　　　　 ehime-u.ac.jp

FD/SD
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学内向け研修プログラム

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

　徳島大学　
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

授業コンサルテー
ション・授業研究会

｢教育力開発
基礎プログラ
ム｣ 受講者＋
希望者

随時

大学開放実践センター教員が中心となり授業改善のためのコンサル
ティングを行う。方法としては，授業参観の機会を提供してもらい，
ビデオ録画した授業をもとにして，その後授業研究会を行う。学部
ＦＤ委員会と共催で開催する。

ＦＤ・ＳＤセミナー 教職員

奇数月に実
施（年４回程
度実施予定，
詳細は未定），
アフターファ
イブ等の時間
帯を利用して
開催

教育方法・授業改善のために利用できる，様々な方法を習得するた
めのスキルアップと，学生支援や研究支援に必要な能力開発を目指
す。日常的なＦＤ・ＳＤ活動及び，教職員のスキルアップを目的と
して，広いテーマの中から実施する。
（案）・アカデミック・ポートフォリオ
・教育賞受賞者による授業の流儀
・討論を利用した授業
・学生支援，研究支援の考え方
・徳島大学で ICTを活用した授業を始めるためには
・聴衆応答システム（クリッカー）の実践入門

大学開放実践センター　TEL：088-656-9865　FAX：088-656-9865
E-mail：t-spod@cue.tokushima-u.ac.jp　　担当者／吉田

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

　香川大学
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

新 任 教 員 研 修 会 新規採用者
(全学教員） ５月中旬

本学の新任教員を対象に，国立大学法人を取り巻く諸情勢と本学の
今後の課題及び大学教育等について，理解を深めることを目的とす
る。

Ｐ Ｄ 研 修 会 本学教職員 未定
教員と職員の協力連携をテーマに，ワークショップを取り入れた講
演を実施し，教職員の連携，ＦＤとＳＤの重なりや融合を重視し，
教職員の意識を更に高めることを目的とする。

全 学 共 通 教 育 の
平成２４年度実施
に 向 け た 研 修 会

全教員
（特に平成24
年度全学共通
教育担当予定
の教員）

12月中旬

学共通科目担当にあたって，第１部では全学共通教育における現状
と課題を把握し，現在取り組んでいる事業及び事務的な手続につい
て知る。第２部では，各分科会に分かれ，授業改善に関する具体的
な事例紹介と設定したテーマについての意見交換を行い，全学共通
教育に関する理解を深める。

教育・学生支援室修学支援グループ　TEL：087-832-1152　FAX：087-832-1155
E-mail：sokyoyot@jim.ao.kagawa-u.ac.jp　　担当者／川畑

　愛媛大学
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

新 任 教 職 員 研 修 新規採用者
（教職員）

４月
４日，５日

新たに採用になった教職員に対し，本学職員としての使命と心構え
を自覚させるとともに，業務遂行に必要な基礎知識，能力及び資質
等を養成することを目的とする。

放 送 大 学 研 修 事務系・技術
系職員

第１学期：４月上旬～
第２学期：10月上旬～

放送大学の授業受講を通じて職務遂行に必要な知識を修得させ，そ
の資質の向上を図ることを目的とする。

有期契約職員研修 有期契約職員
（事務系） ４月下旬

新たに採用になった有期契約職員（事務系）に対し，本学職員とし
ての使命と心構えを自覚させるとともに，業務遂行に必要な基礎知
識，能力及び資質等を養成することを目的とする。

英 語 研 修 教職員，有期
契約職員

前期：５月上旬～
後期：11月上旬～

職員の英語によるコミュニケーション能力の向上を図ることを目的
とする。

会 計 系 実 務 研 修
事務系職員
（主に会計系
以外）

６月下旬

大学改革の推進等により，大学の会計系事務も複雑多岐にわたることから，
会計系ＴＬ等が講師となり，担当チームの事務分掌等について講義するこ
とにより，本学事務系職員に会計系事務の必要な知識を修得させるととも
に，事務系職員のプレゼンテーション能力の向上を図ることを目的とし，
職員相互の意識及び資質の向上を図る。

教育・学生支援機構　教育企画室　TEL：089-927-8922　FAX：089-927-8922
E-mail：info@iec.ehime-u.ac.jp　　担当者／大竹
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総 務 系 実 務 研 修
事務系職員
（主に総務系
以外）

７月中旬

大学改革の推進等により，大学の総務系事務も複雑多岐にわたるこ
とから，総務系ＴＬ等が講師となり，担当チームの事務分掌等につ
いて講義することにより，本学事務系職員に総務系事務の必要な知
識を修得させるとともに，事務系職員のプレゼンテーション能力の
向上を図ることを目的とし，職員相互の意識及び資質の向上を図る。

Ｉ Ｔ 研 修 事務系職員，
有期契約職員

８月下旬～
11月

本学の事務系職員に，情報セキュリティー，応用ソフトウェア関係
の研修を実施することにより，パソコン利用に必要な知識・技術を
修得させ，事務情報化推進の一助とする。

研 究 協 力 ・
社会連携系実務研修

事務系職員
（主に研究協
力・社会連携
系以外）

９月中旬

大学改革の推進等により，大学の研究協力・社会連携系事務も複雑
多岐にわたることから，研究協力・社会連携系ＴＬ等が講師となり，
担当チームの事務分掌等について講義することにより，本学事務系
職員に研究協力・社会連携系事務の必要な知識を修得させるととも
に，事務系職員のプレゼンテーション能力の向上を図ることを目的
とし，職員相互の意識及び資質の向上を図る。

学 務 系 実 務 研 修
事務系職員
（主に学務系
以外）

12月上旬

大学改革の推進等により，大学の学務系事務も複雑多岐にわたるこ
とから，学務系ＴＬ等が講師となり，担当チームの事務分掌等につ
いて講義することにより，本学事務系職員に学務系事務の必要な知
識を修得させるとともに，事務系職員のプレゼンテーション能力の
向上を図ることを目的とし，職員相互の意識及び資質の向上を図る。

愛 媛 大 学 Ｔ Ａ・ 
Ｓ Ａ 研 修 会

TA・SAを
活用する教員
及び新TA・
SA採用予定者

4月７日㈭ TA・SAの心構えや業務に就く際の注意事項を学び，わかりやすく
教える技術を習得することを目的とする

教 育 コ ー デ ィ
ネ ー タ ー 研 修 会

各学部の
教育コーディ
ネーター

年４回程度
教育コーディネーター間の意思疎通を図り，教育改革の方向性につ
いて共通認識を持つことを目的としている。研修会テーマは毎回，
全学的かつ重要な教育課題となるものを採りあげている。

マネジメント研修 学部長，
学科長等 未定 学部長，学科長クラスを対象としてマネジメントについての研修を

実施する。

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

　高知大学
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

全学新任教職員研修 新規採用者
（教職員） ４月１日㈮

新たに採用になった教職員に対し，本学職員としての使命と心構え
を自覚させるとともに，業務遂行に必要な基礎知識，能力及び資質
等を養成することを目的とする。

法人会計職員研修 会計事務に関
わる職員ほか ８月下旬 国立大学法人会計基準及び高知大学の会計規則等に関する知識

を深め，会計事務に係る理解と実務への応用力を身につける。

学務系初任者研修

学務部（学務経験
者を除く）に新た
に勤務することに
なった職員

９月 学務をめぐる諸課題と学務部業務全般に関わる基礎的知識を習得さ
せることを目的とする。

学 務 系 実 務 研 修 学務部職員 ９月
学務関係の学外研修において得た情報や最新の学務をめぐる情報な
どの共有を図るとともに，講師となった学務部職員のプレゼンテー
ション能力の向上を図ることを目的とする。

Ｔ Ａ 基 礎 講 習 新TA採用予
定者

９月
３月

業務に対する心構えや基本的な注意事項について学び，授業サポー
トの充実とTA資質の向上を目的とする。

研 究 協 力 部
Ｓ Ｄ 研 修 会 研究協力部職員 年度内数回 研究協力部職員の幅広い知識を習得するとともに職員の連携を図る

ことを目的とする。

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

学務部学務課　TEL：088-844-8652・8140　FAX：088-844-8367
E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp　　担当者／中山
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※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

　徳島文理大学・徳島文理大学短期大学部
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

新任教職員研修会 新任教職員 ４月８日㈮
新任教職員に対し本学の教職員としての使命と心構えについて自覚
させるとともに，服務及び学務について理解させ，業務遂行に必要
な基礎知識と能力等を養成することを目的とする。

研 究 授 業 全教員 前期及び後期 授業改善を目的とし，教員相互の授業参観を実施する。

防 災 研 修 全教職員 12月初旬 火災・地震に対応する知識，役割等の研修を通して災害時の対応の
仕方を見につけることを目的とする。

セクシャルハラス
メント防止研修会 全教職員 ２月中旬 セクシャルハラスメント防止の講演会を開催する。

学内人権教育研修会 全教職員 ２月中旬 人権教育の視点から，講演会を開催する。

ＡＥＤ（自動体外式
除細動器）講習会 全教職員 ２月下旬 救急体制強化のための講習会を開催する。

教育・研究支援グループ　TEL：088-602-8670　FAX：088-602-8781
E-mail：kyokeng@tokushima.bunri-u.ac.jp　　担当者／新見

　鳴門教育大学
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

新 任 職 員 研 修 新規採用者
（教職員） ４月上旬

新任職員に対し，本学の中期目標・中期計画を基に本学が達成すべ
き諸課題等について研修を行い，本学の職員として必要な基礎的知
識を養うことを目的とする。

放 送 大 学 研 修 事務系職員

第１学期：
４月上旬～
第２学期：
10月上旬～

長期的な視点から業務への活用効果も考慮に入れた上で，選択した
放送大学の授業科目を本学の事務系職員に履修させることにより，
職務遂行に必要な幅広い知識を身に付けさせ，職員としての資質の
向上を図ることを目的とする。

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

経営企画本部　人事課　人事労務チーム　TEL：088-687-6265　FAX：088-687-6072
E-mail：jinji@naruto-u.ac.jp　　担当者／林

　四国大学
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

新規採用教職員研修 新規採用者
（教職員） ４月上旬 本学教職員としての心構え並びに勤務にあたってこれからの教育や

職務に対する必要な知識等を習得することを目的とする。

ポ ー ト フ ォ
リ オ 研 修 会 全教職員 ４月・９月・

２月
ポートフォリオシステムの更なる周知，徹底を図り，利用促進に繋
げることを目的に実施する。

就業力育成セミナー 全教職員 ８月 学生への「就業力育成」に関する意識の向上やノウハウを学ぶこと
を目的に実施する。

パ ソ コ ン 研 修 教職員 ８月・９月
情報セキュリティ対策の研修，ワード，エクセル等の練習問題に取
り組みながら様々なテクニックを確認し，事務処理能力を向上して
いくことを目的とする。

大学事務運営懇話会 職員 ９月 事務を本務とする職員が自らの研修と情報交換を行うことで，大学
職員としての資質向上を図ることを目的とする。

人権啓発問題研修会 教職員 ９月中旬 人権尊重の徹底と人権啓発の充実及び人権への意識を高めることを
目的とする。

キャリア相談研修会 全教職員 ９月・２月 学生のキャリア相談に応じる力量を向上させることを目的に実施す
る。

ハラスメント研修会 教職員 ２月
セクハラ，アカハラ，パワハラについての認識を深めるとともに，
修学，教育研究，就労上のすべてのハラスメントの防止及び排除す
ることを目的とする。

教 育 問 題 懇 話 会 教職員 ３月 これからの教育諸問題に対する適切な対応や指導の在り方について
お互いに意見交換を行い，解決策を探っていく。

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

TEL：088-665-9900　FAX：088-665-8037
E-mail：soumu@shikoku-u.ac.jp　　
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　徳島工業短期大学
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

Ｆ Ｄ 研 修 専門教育担当
教育職員

未定
（年３回程度） 専門教育内容，教材，指導法等の改善等について協議する。

Ｓ Ｄ 研 修 事務職員 ８月 業務の見直しや事務処理の改善等について協議する。

Ｆ Ｄ ／ Ｓ Ｄ 研 修 全職員 未定
（年２回程度） 業務の見直しや事務処理の改善等について協議する。

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

事務局　TEL：088-672-2311　FAX：088-672-2162
E-mail：k.tsutsui@tokuco.ac.jp　　担当者／筒井

　松山東雲女子大学・松山東雲短期大学
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

新 任 教 職 員 研 修 新規採用者
（教職員） 4月1日 新任教職員に対し，本学の建学の精神，学園の沿革および教育体制

等について理解を深める。

学 園 創 立 記 念
教 職 員 研 修 会 教職員 9月16日 学園創立記念日（９月 16日）に，建学の精神の浸透ならびに教育

目的達成のために研修会を実施する。

Ｓ Ｄ 研 修 会 事務職員 3月 事務職員の能力向上を目的とする。

大学職員のための
企 画 力 養 成 講 座 全職員

8月9日㈫　
13：30～
17：30

目標：１. 問題発見手法を実践するできる　
　　　２. 多くの情報をグループ化することができる　
　　　３. 問題解決提案を行うことができる　
　　　４. 企画を効果的にプレゼンテーションすることができる
内容：大学職員に必要な能力として「問題発見・解決能力」がよく取り上げられています。

このプログラムは，大学改革，業務改善を行っていく上での，「問題発見・解決能力」
と「企画提案力」の手法を学ぶものです。研修のための研修ではなく，このプログ
ラムで身につけた手法や企画書を実際に大学に持ち帰り，上司や大学に提案できる
よう，実践に即したスタイルで行います。大学や今の業務に疑問や改善点を持たれ
ている職員の方はもちろん，どうやって見つけたらよいか，提案したら良いのか分
からない職員の方もどうか遠慮なく参加ください。

講師：秦敬治（愛媛大学教育企画室）

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

SD委員会　TEL：089-931-6211　FAX：089-934-9055
E-mail：tokunaga@shinonome.ac.jp　　担当者／徳永

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

　高松大学・高松短期大学
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

新 任 教 職 員 研 修 新規採用者
（教職員） ４月１日

新たに採用になった教職員に対し，本学職員としての使命と心構え
を自覚させるとともに，学園の沿革と教育体制等について理解を深
めることを目的とする。

Ｆ Ｄ 研 修 会 教員（専任・
非常勤講師）

９月中旬，
２月中旬

全教員を対象に，本学における教育の現状と課題について理解を深
め，具体的な対策を講じることを目的に，年２回実施する。

研 究 授 業 専任職員 ６月，12月 授業の改善のために，各学部，学科で年２回研究授業を実施する。授
業後には検討会を行い，互いの授業改善に活かすことを目的とする。

Ｓ Ｄ 研 修 会 専任職員 ８月初旬，
１月上旬

活気のある事務局づくりを目指し，大学職員としての意識，知識，
資質向上を目的に，年２回実施する。

放 送 大 学 研 修 専任職員 第１学期：４月上旬～
第２学期：10月上旬～

放送大学の科目を履修することで，職員の資質向上及び自己啓発を
目的とする。

総務部企画課　TEL：087-841-2164　FAX：087-841-3064
E-mail：kikaku@takamatsu-u.ac.jp　　担当者／高橋

　聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

新 任 教 員 研 修 新規採用者
（教員） 4月6日

新たに採用になった教員に対して，本学教員としての使命と心構え
を自覚させるとともに，本学の建学の精神，教育理念，業務遂行に
必要な基礎知識を養成することを目的とする。

Ｆ Ｄ 研 修 会 専任教員 ３月 高等教育機関として，授業改善，カリキュラム改善，組織整備・改
革等，さらなる教育力向上を図ることを目的とする。

事 務 職 員 研 修 会 事務職員
８月
12月
３月

時宜に応じたテーマの選定により，事務職員として必要な知識，情
報，技術の習得を図る。また，学外研修において得た知識や情報の
報告を行うことにより，その共有化を図るとともに，報告者のプレ
ゼンテーション能力の向上を図る。

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

学生部教務課　TEL：089-993-1082　FAX：089-993-0900
E-mail：kyoumuka@catherine.ac.jp　　担当者／矢野
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　香川高等専門学校
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

新 任 教 員 研 修 新任教員 ４月・６月・
10月

本学の新任教員に対して，教員としての心構えを自覚させるとともに，学校運営上必
要な基礎知識の修得及び資質の向上を図ることを目的とする。

FD・SD 研 修 会 全教職員 7月26日㈫ 香川高専の課題とその対策を討議することにより，全教職員がそれ
らを共有する機会とすることを目的とする。

テ ィ ー チ ン グ・ 
ポートフォリオ入門 全教職員 ７月頃

目標：1. ティーチング・ポートフォリオの構造・特徴を理解する
　　　2. ティーチング・ポートフォリオの作成方法を習得する
　　　3. ティーチング・ポートフォリオの個人及び組織における意義，活用の可能性に
　　　　ついて述べることができる
内容：1. ティーチング ･ポートフォリオとは (含アカデミック・ポートフォリオの概要 )
　　　　・ＦＤにおける現状の課題：ＦＤの効果，マンネリ化
　　　　・ＦＤにおけるＴＰの位置づけ：自らを省察する

・ＴＰの内容：自己の教育理念を基本とした，教育の責任，目標について，その
方法と工夫を明確にしつつ，成果を実際のエビデンスの下に顧み，今後の心新
たな目標を策定する。

　　　　※従って，教育理念，責任，教育方法・成果とそのエビデンス，今後の目標等が大きな構成要素である。
　　　　2. ＴＰワークショップの概要
　　　　　・スタートアップシート
　　　　　・メンターとメンタリング
　　　　　・スケジュール
講師：香川順子，ほか（徳島大学大学開放実践センター）

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

総務課　TEL：087-869-3864　FAX：087-869-3819
E-mail：s_hosa@t.kagawa-nct.ac.jp　　担当者／白川

　新居浜工業高等専門学校
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

講 義 法 の 基 本 教員 ６月10日㈮
午後

目的：自分の授業で応用可能なコツをひとつ以上持ち帰る。
内容：１．はじめに
　　　２．構成をしっかり考える 
　　　３．明確に話す 
　　　４．匿名空間にしない 
　　　５．ペア／グループ・ワークを挿入する 
　　　６．発問で刺激を 
　　　７．資料配布・回収やテストを効率的に行う 
　　　８．学習を阻害する行為を管理する 
　　　９．まとめ
講師：葛城浩一（香川大学大学教育開発センター）

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

総務課人事係　TEL：0897-37-7705　FAX：0897-37-7842
E-mail：jinji-c@off.niihama-nct.ac.jp　　担当者／十亀，藤田

　弓削商船高等専門学校
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

Ｆ Ｄ の 意 義
と 実 践 事 例 教員 6月16日㈭

「ＦＤの意義」「授業評価アンケート」「初年次教育の進め方と実践事
例について」等のＦＤ概論の講義及びＦＤコンサルティングを行う。
講師：佐藤浩章（愛媛大学教育企画室）

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

学生課教務係　TEL：0897-77-4620　FAX：0897-77-4693
E-mail：kyoumu@yuge.ac.jp　　担当者／衣川，羽藤

　阿南工業高等専門学校
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

夏 季 教 員 研 修 会 全教員 ８月上旬 年に２回，時機にあったテーマを決めて，講演，分科会，ワークショッ
プ等を実施し，教員の資質向上と円滑な学校運営を図ることを目的
とする。冬 季 教 員 研 修 会 全教員 12月上旬

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

総務課　TEL：0884-23-7212　FAX：0884-22-5424
E-mail：s-hosasoumu@anan-nct.ac.jp　　担当者／吉本

　高知工業高等専門学校
研修名 対象者 開催時期 目的・内容

新 任 教 職 員 研 修 新規採用者
（教職員）

４月４日㈪～
５日㈫

新たに採用になった教職員に対し，本校教職員としての使命と心構
えを自覚させるとともに，業務遂行に必要な基礎知識，能力及び資
質等を養成することを目的とする。

放 送 大 学 研 修 教職員 １学期・
２学期

放送大学高知地域学習センターの協力のもとに，職務遂行に必要な
幅広い知識及び視野，基本的な社会知識を習得させ，教職員の資質
の向上を図ることを目的とする。

メ ン タ ル ヘ
ル ス 講 習 会 教職員 12月上旬 ストレス及びメンタルヘルスケアについて正しい理解と対処方法に

ついての知識を高めることを目的とする。

※ここに記載されているプログラムは，他大学の方は参加できませんので，ご了承下さい。なお，詳細については各大学にお問い合わせ下さい。

総務課　TEL：088-864-5601　FAX：088-864-5606
E-mail：watanabe@jm.kochi-ct.ac.jp　　担当者／渡邊



各種研修プログラムの
お申し込み・お問い合わせ

について
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■お申し込み・お問い合わせ先一覧■
　徳島大学　〒770-8502　徳島県徳島市南常三島町1-1

徳島大学　大学開放実践センター　（担当／吉田）
ＴＥＬ：088-656-9865　ＦＡＸ：088-656-9865　E-mail：t-spod@cue.tokushima-u.ac.jp
徳島大学ホームページ　http://www.tokushima-u.ac.jp/

　香川大学　〒760-8521　香川県高松市幸町1-1

香川大学　教育・学生支援室修学支援グループ　（担当／川畑）
ＴＥＬ：087-832-1152　ＦＡＸ：087-832-1155　E-mail：sokyoyot@jim.ao.kagawa-u.ac.jp
香川大学ホームページ　http://www.kagawa-u.ac.jp/

　愛媛大学　〒790-8577　愛媛県松山市文京町3番

【ＦＤプログラム】　愛媛大学　教育・学生支援機構　教育企画室　（担当／大竹）
ＴＥＬ：089-927-8922　ＦＡＸ：089-927-8922　E-mail：info@iec.ehime-u.ac.jp

【ＳＤプログラム】　愛媛大学　総務部人事課　（担当／塩出，岩谷）
ＴＥＬ：089-927-9047　ＦＡＸ：089-927-9027　E-mail：jinshoku@stu.ehime-u.ac.jp
愛媛大学ホームページ　http://www.ehime-u.ac.jp/

　高知大学　〒780-8520　高知県高知市曙町二丁目5-1

【ＦＤプログラム】　高知大学　学務部学務課　（担当／中山）
ＴＥＬ：088-844-8652　ＦＡＸ：088-844-8367　E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp

【ＳＤプログラム】　高知大学　総務部人事課SD担当　（担当／中澤）
ＴＥＬ：088-844-8140　ＦＡＸ：088-844-8367　E-mail：y-spod@kochi-u.ac.jp
高知大学ホームページ　http://www.kochi-u.ac.jp/JA/

　香川県立保健医療大学　〒761-0123　香川県高松市牟礼町原281番地1

香川県立保健医療大学　（担当／吉本・間嶋）
ＴＥＬ：087-870-1212　ＦＡＸ：087-870-1212　E-mail：hokeniryodaigaku@pref.kagawa.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.kagawa.lg.jp/daigaku/

　高知県立大学・高知短期大学　〒781-8515　高知県高知市池2751-1

高知県公立大学法人　法人経営室　（担当／黒原，福島）
ＴＥＬ：088-847-8574　ＦＡＸ：088-847-8670　　E-mail：kurohara@cc.u-kochi.ac.jp
ホームページ　http://www.u-kochi.ac.jp/　  　　　　　　　　fukusima@cc.u-kochi.ac.jp

　高知工科大学　〒782-8502　高知県香美市土佐山田町宮ノ口185

高知工科大学人事部　（担当／伊勢，古谷）
ＴＥＬ：0887-53-1112　ＦＡＸ：0887-57-2000　E-mail：personnel@ml.kochi-tech.ac.jp
ホームページ　http://www.kochi-tech.ac.jp/

　四国大学・四国大学短期大学部　〒771-1192　徳島県徳島市応神町古川字戎子野123-1

四国大学総務部総務課
ＴＥＬ：088-665-9900　ＦＡＸ：088-665-8037　E-mail：soumu@shikoku-u.ac.jp
ホームページ　http://www.shikoku-u.ac.jp/



　徳島文理大学・徳島文理大学短期大学部　〒770-8514　徳島市山城町西浜傍示180

徳島文理大学・徳島文理大学短期大学部　教育・研究支援グループ　（担当／新見）
ＴＥＬ：088-602-8670　ＦＡＸ：088-602-8781　E-mail：kyokeng@tokushima.bunri-u.ac.jp
ホームページ　http://www.bunri-u.ac.jp/

　高松大学・高松短期大学　〒761-0194　香川県高松市春日町960番地

高松大学・高松短期大学　総務部企画課　（担当／金田）
ＴＥＬ：087-841-2164　ＦＡＸ：087-841-3064　E-mail：kikaku@takamatsu-u.ac.jp
ホームページ　http://www.takamatsu-u.ac.jp

　聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部　〒799-2496 愛媛県松山市北条660

聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部　学生部教務課　（担当／矢野）
ＴＥＬ：089-993-1082　ＦＡＸ：089-993-0900　E-mail：kyoumuka@catherine.ac.jp
ホームページ　http://www.catherine.ac.jp/

　徳島工業短期大学　〒779-0108　徳島県板野郡板野町犬伏蓮花谷100番地

徳島工業短期大学 事務局　（担当／筒井）
ＴＥＬ：088-672-2311　ＦＡＸ：088-672-2162　E-mail：k.tsutsui@tokuco.ac.jp
ホームページ　http://www.tokuco.ac.jp

　香川短期大学　〒769-0201　香川県綾歌郡宇多津町浜一番丁10番地

香川短期大学　（担当／日野）
ＴＥＬ：0877-49-8049　ＦＡＸ：0877-49-5252　E-mail：hino@kjc.ac.jp
ホームページ　http://www.kjc.ac.jp/

　今治明徳短期大学　〒794-0073　愛媛県今治市矢田甲688

今治明徳短期大学　FD委員会　（担当／森）
ＴＥＬ：0898-22-7279　ＦＡＸ：0898-22-7857　E-mail：smori@meitan.ac.jp
ホームページ　http://www.meitan.ac.jp

　高知学園短期大学　〒780-0955　高知県高知市旭天神町292-26

高知学園短期大学　FD委員会　（担当／吾妻）
ＴＥＬ：0898-22-7279　ＦＡＸ：0898-22-7857　E-mail：kyoumu@kochi-gc.ac.jp
ホームページ　http://www.kochi-gc.ac.jp

　阿南工業高等専門学校　〒774-0017 徳島県阿南市見能林町青木265

阿南工業高等専門学校　総務課　（担当／吉本）
ＴＥＬ：0884-23-7212　ＦＡＸ：0884-22-5424　E-mail：s-hosasoumu@anan-nct.ac.jp
ホームページ　http://www01.anan-nct.ac.jp/

　高知工業高等専門学校　〒783-8508　高知県南国市物部乙200-1

高知工業高等専門学校　総務課課長補佐（総務担当）　（担当／渡邊）
ＴＥＬ：088-864-5601　ＦＡＸ：088-864-5606　E-mail：watanabe@jm.kochi-ct.ac.jp　　
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■お申し込み方法■
　下記の内容を開催大学の申し込み先にメールで送付ください。

　各プログラムには，受講定員があります。そのため，申し込み受付は，先着順とさせていた
だきます。

　ＳＰＯＤは，加盟校の皆様の会費によって運営しています。そのため，原則としてＳＰＯＤ
加盟校以外の教職員の皆様が研修プログラムを受講する場合には，研修料を徴収させていただ
きます。（研修料については下の表をご参照ください。）

区　分 ２時間以下の
プログラム

１日で終了する
プログラム

１泊２日の
プログラム

２泊３日以上の
プログラム

左記に関わらず
外部委託する研
修プログラムの
研修料は，委託
費の総額を受講
定員で除した金
額とする。

研修料 2,000円 3,000円 5,000円 7,000円

①氏名

②所属大学

③所属学部，所属部署など

④職種（教員，職員等）

⑤プログラム番号

⑥プログラム名
※遠隔配信プログラムをご希望の場合は，その旨も一緒に
お知らせください。

［研修料に関するお問い合わせ先］
ＳＰＯＤ事務局（愛媛大学教育企画課）

TEL：089-927-9154　　E-mail：spod@stu.ehime-u.ac.jp
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■ＳＰＯＤホームページについて■
　SPODホームページでは，研修プログラムやSPODフォーラムの内容を随時更新し公表して
います。また，これまでのSPODの取組についても掲載しておりますので，是非，ご参照くだ
さい。

SPODホームページアドレス　http://www.spod.ehime-u.ac.jp/
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発　行 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク
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研修プログラムガイド 2011
平成23年5月　発行

「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD）」は，
加盟校の共同事業として運営しています。






